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第第第第３３３３章章章章    地区別構想地区別構想地区別構想地区別構想    

１ 片瀬地区 

（１）現況 

古くから集落が形成されていた片瀬地区は、江戸時代には江の島詣で旧道沿いは賑わい、中世期

に蓄積された社寺等文化財がまちの中に豊富に存在する、歴史と文化のまちです。現在では、湘南

海岸や風致地区風致地区風致地区風致地区、、、、景観地区に指定している江の島の自然環境を活かした首都圏有数のレクリエーシ

ョン拠点が形成されており、藤沢市のイメージを代表する地区の１つでもあります。近年でも観光

施設のリニューアルや漁港整備等がすすめられ、多くの観光客が訪れています。 

自然発生により形成された古くからの住宅地のほか、明治期から昭和初期に主に別荘地として開

発された住宅地や、昭和４０年代に一体的な住宅地開発が行われた片瀬山等の閑静な住宅地があり、、、、

市内市内市内市内でもでもでもでも高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率のののの高高高高いいいい地区地区地区地区となっていとなっていとなっていとなっています。また、国道１３４号線や国道４６７号沿いでは、マ

ンション立地が進んでいます。 

海、川、斜面林等恵まれた自然環境に取り囲まれていると同時に、地震時の津波や台風時の高潮、

河川の氾濫、崖崩れ等の災害の危険性を伴っています。残された斜面緑地も、開発により減少して

いる箇所があります。 

鉄軌道は小田急江ノ島線、江ノ島電鉄、湘南モノレールの３路線があり公共交通が充実していま

すが、地区及び広域幹線となる都市計画道路の整備状況は低く、また生活道路面で不十分な地域も

存在しています。 

市内で最も高齢化率が高い地区となっています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■高齢化率が高く、超高齢社会におけるにおけるにおけるにおけるを見据えた地区形成、まちづくりに取り組むことが不可欠

です。比較的に公共交通の利便性が高い一方で、江の島や片瀬山等では地形の高低差が大きく、

移動しやすい環境づくりが求められます。またまたまたまた、、、、東京東京東京東京２０２０オリンピック・パラリンピック２０２０オリンピック・パラリンピック２０２０オリンピック・パラリンピック２０２０オリンピック・パラリンピック競競競競

技大会技大会技大会技大会とそのとそのとそのとその後後後後のまちづくりをのまちづくりをのまちづくりをのまちづくりを見据見据見据見据えたえたえたえた、、、、都市基盤都市基盤都市基盤都市基盤のののの強化強化強化強化がががが必要必要必要必要ですですですです。。。。 

■海沿いや河口部への立地、崖地や斜面地が多くある地形、狭隘・行き止まり道路が多い生活道路

網等の地区の特性を踏まえ、土砂災害土砂災害土砂災害土砂災害やややや津波津波津波津波浸水想定等浸水想定等浸水想定等浸水想定等にににに対対対対するするするする（より）防災・減災をはかると

ともに、避難・救難を支える施設の整備・充実が必要です。 

■江の島や片瀬山周辺等に残された緑地は、歴史・文化と一体となり風致を育んでいる貴重な資源

となっています。これらの緑地の保全にむけた取組が必要です。 

■広域海洋リゾート・レクリエーション拠点である片瀬・江の島では、多くの観光客が地区内を観

光・回遊をしています。観光・交流の促進をめざすとともに、地区住民が快適に安心してくらせ

る環境も不可欠であり、共存が求められます。 

■広域的な視点から横浜藤沢線においては、周辺の自然環境、居住環境への最大限に配慮した整備

促進をはかることが必要です。 

 

（３）地区の将来像 

歴史の薫りと潮の香りがただようふれあいのまち 片瀬・江の島 

 

地域の歴史や湘南の自然環境を活かした、首都圏有数の広域海洋リゾート・レクリエーション拠

点として、片瀬・江の島の観光交流機能の充実をはかりつつ、日常の住民のくらしが息づき、共存

する地区をめざします。 
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地区の更なる高齢化を見据え、身近な生活道路での安全・安心な道づくりや公共交通の充実、地

区商店街の活性化をはかるとともに、地域のシンボルとなっている緑の保全に取り組む等、次世代

に残せる地区づくりをすすめます。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①広域海洋リゾート・レクリエーション及び地区の拠点としての機能更新・充実 

・片瀬・江の島の風致・特性を高める観光交流機能の更新・充実をはかります。 

・観光及び地区のくらしを支える商業・サービス機能の維持・充実を促進します。 

・土地利用や建物の立地・更新時には、住宅地も含め周辺環境に及ぼす影響を考慮しながら、隣接

する住宅地と調和・共存がはかられるよう、誘導方策について検討します。 

②安全・安心で閑静な住宅地として、居住環境の維持・改善 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修改修改修改修生垣生垣生垣生垣

化化化化等、安全・安心の向上をはかります。 

・質の高い居住環境を形成している住宅地ではその維持・充実にむけた住民発意のまちづくりを支

援します。 

・低層住宅地と近接する場所では、周辺環境への調和を配慮した土地利用及び建物更新を促進しま

す。 

③地域に密着した生活サービスの場となる地区拠点の充実 

・市民センター周辺や商店街では、地区のくらしを支える身近な商業・サービス機能の維持・集積

による維持・充実を促進します。 

 

交通 

①様々な交流及び地区内交通を支える広域交通網の形成 

・片瀬・江の島周辺の広域交流を支え、幹線道路の慢性的な渋滞の軽減等に資する横浜藤沢線の整

備を周辺の自然環境、居住環境への配慮のもと促進します。 

・鉄（軌）道間の連携の向上、海洋交通による新たな広域連携及び鉄道、バス、航路等の相互連携

の強化等、公共交通の充実を促進します。 

・湘南海岸沿いのサイクリングロードを活かし、自転車による観光交流ネットワークづくりを推進

します。 

②生活の利便性向上にむけた安全・安心な交通環境の充実 

・鉄道駅周辺や市民センター等の主要な公共施設の周辺を中心に、安全・安心な道づくりをすすめ

ます。 

・・・・都市計画道路片瀬辻堂線都市計画道路片瀬辻堂線都市計画道路片瀬辻堂線都市計画道路片瀬辻堂線のののの見直見直見直見直しをすすめますしをすすめますしをすすめますしをすすめます。。。。    

・多くの来街者及び住民等が利用する都市拠点や観光・交流施設及びその周辺では、歩行空間等の

ユニバーサルデザイン化をはかります。湘南モノレール湘南江の島駅ではバリアフリー化を促進

します。 

・円滑な自転車利用にむけ、駐輪場整備等を検討します。 

・・・・東京東京東京東京２０２０オリンピック・パラリンピック２０２０オリンピック・パラリンピック２０２０オリンピック・パラリンピック２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会競技大会競技大会競技大会とそのとそのとそのとその後後後後のまちづくりをのまちづくりをのまちづくりをのまちづくりを見据見据見据見据えてえてえてえて、、、、片瀬江片瀬江片瀬江片瀬江

ノノノノ島駅駅前広場島駅駅前広場島駅駅前広場島駅駅前広場などのなどのなどのなどの都市基盤都市基盤都市基盤都市基盤についてについてについてについて、、、、安全安全安全安全でででで快適快適快適快適なななな環境環境環境環境づくりをすすめますづくりをすすめますづくりをすすめますづくりをすすめます。。。。    

③地区のくらしを支える生活道路網の充実 

・災害・緊急時、あるいはコミュニティ間の連携強化にむけて、未整備の都市計画道路の整備や地

区の生活道路網の充実をはかります。 

・江の島山頂へのアクセスのバリアフリー化にむけ検討します。 

コメントコメントコメントコメント [06]: 生け垣化に拘らすに危険ブ

ロック塀の解消を進めるため 

コメントコメントコメントコメント [07]: 事業完了 

コメントコメントコメントコメント [08]: オリンピックに対するまち

づくりの考え方を追加 
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水・緑 

①江の島･湘南海岸･境川を結ぶ水と緑によるレクリエーション･交流ネットワークの形成 

・湘南海岸公園や江の島を核に、境川により市内の水と緑をつなげ、鎌倉の海岸部とも連なる水と

緑のネットワークを形成します。 

②斜面緑地や社寺林の維持・保全及び宅地内緑の保全・創出 

・龍口寺から片瀬山周辺の斜面樹林や、社寺林の維持・保全につとめます。 

・まとまった地区の緑として、既存の緑を活かしながら広域避難場所となる片瀬山公園の整備を推

進します。 

・風致や景観の維持・向上にむけた緑の保全や緑化につとめます。 

・宅地における庭への植樹や生け垣化、壁面緑化等、住民による緑化活動を促進します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①広域海洋リゾート・レクリエーション拠点にふさわしい景観の形成 

・江の島では、遠景にも配慮しながら湘南海岸のシンボルとしての景観の保全にむけ、土地利用や

建築、広告物の適切な誘導を推進します。 

・片瀬江ノ島駅周辺等も含めた湘南海岸では、都市拠点にふさわしい都市空間・景観の形成を周辺

環境との調和を配慮しながら、建築や広告物の誘導のためのルールづくりを検討します。 

②災害に備えた取組の推進 

・境川の治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・崖崩れの危険箇所の対策を促進します。 

・・・・暫定係留暫定係留暫定係留暫定係留をしているプレジャーボートのをしているプレジャーボートのをしているプレジャーボートのをしているプレジャーボートの早期移動早期移動早期移動早期移動をををを促進促進促進促進しますしますしますします。。。。    

・・・・津波津波津波津波にににに対対対対するするするする避難対策避難対策避難対策避難対策のののの充実充実充実充実をはかるとともにをはかるとともにをはかるとともにをはかるとともに、、、、河川河川河川河川のののの遡上対策遡上対策遡上対策遡上対策のののの促進促進促進促進ににににむけむけむけむけたたたた検討検討検討検討をすすめまをすすめまをすすめまをすすめま

すすすす。。。。    

・地域の防災力向上にむけ、狭隘道路等の解消や公園・広場の確保、緑化等とともに、建物の耐震・

耐火化を促進します。 

 

 

  

コメントコメントコメントコメント [09]: 事業完了 

コメントコメントコメントコメント [010]: 津波対策の追加 
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２ 鵠沼地区 

（１）現況 

湘南海岸を臨み、境川と引地川に挟まれた豊かな自然環境に囲まれている地区です。 

明治中頃まで半農半漁の村でしたが、明治中期から昭和初期にかけて、鉄道の開通を契機に別荘

地、保養地、住宅地として開発され始め、戦時期には京浜方面からの疎開者の居住地にもなりまし

た。戦後は交通の便がよく、環境にも恵まれていることから、住宅市街地として発展しました。 

現在でも、地区の南側では別荘地としての名残も残しつつ、比較的緑が多い閑静な住宅地が形成

されています。 

一方で、本市の中心市街地である藤沢駅南側として、商業･業務、サービス等の都市機能等が集

積するとともに、藤沢駅に近接した利便性の高さからマンションや JR 東海道線の北側に工場等も

立地しています。 

藤沢駅のほか、他にも小田急江ノ島線、江ノ島電鉄の駅があり、公共交通に恵まれた地区である

一方、地区内に計画されている多くの都市計画道路が未整備であり、地区の骨格となる道路ネット

ワークの形成が不十分です。 

また、狭隘道路や行き止まり道路も多く生活道路が不十分であるとともに、近年の宅地細分化に

より、さらに地震災害等への危険度が高まっています。さらに、津波・高潮や浸水等の災害危険度

が高い地区となっています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■自然発生的に形成された市街地が多い地区南側は、地区内の道路ネットワークが形成されておら

ず、都市計画道路の整備が必要です。また、未整備の都市計画公園も多くあり、防災性の観点か

らも、都市施設の整備が求められます。 

■引地川や境川の下流部であり、浸水、津波・高潮等の災害危険度が高く、地区における防災・減

災性の向上にむけた都市づくりが必須となっています。 

■別荘地等として開発され、松による屋敷林等があるゆとりある低層戸建て住宅地を形成していま

すが、相続等に伴う宅地の細分化、行き止まり道路の増加、近接地での中高層建物の建設等によ

り、良好な風致環境が失われつつあります。地区の資産でもある居住環境の維持・保全にむけた

取組、誘導策が期待されます。 

■藤沢駅には乗換客等、駅を利用し訪れる人が市内外から多くいますが、周辺の商業・業務地での

活気・にぎわいの低下傾向が見られます。本市の都心としての活力の再生への取組とともに、地

区住民にとっても身近にある利便性の高い都市拠点として充実が求められています。 

 

（３）地区の将来像 

緑と海と人が輝くまち「湘南ふじさわ鵠沼」 

 

自然や公共交通に恵まれた環境のもと、住宅地におけるゆとりある風致の維持と安心・安全の向

上をすすめるとともに、本市の中心市街地や、東海道線沿いの産業系土地利用等、多様な街の顔が

共存する地区をめざします。 

藤沢駅周辺では、広域拠点としての役割とともに地区住民が身近に高度な都市サービスを享受で

きる拠点づくりをすすめます。 

超高齢社会におけるにおけるにおけるにおけるをををを見据見据見据見据えたえたえたえたくらしやすさの向上にむけ、地区の骨格となる道路や都市公園等

の都市基盤の充実や防災まちづくりをすすめます。 

海・川・緑の自然に恵まれた格調ある鵠沼の居住環境を次世代に残せる地区をめざします。 

 

コメントコメントコメントコメント [011]: 時点修正 
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（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①藤沢駅周辺の都市サービス機能集積と都心居住の適切な誘導 

・商業・業務、サービス機能や文化・交流機能等の機能集積を促進するとともに、建物更新の時期

を迎えている公共公益施設や大規模な民間建物等については、周辺の活力維持・向上につながる

機能・土地利用を誘導し、都市の顔にふさわしい都市空間形成をめざします。 

・都市拠点としての交流・活力の維持・創出を見据えながら、都心居住を適切に誘導します。 

②安心とゆとりのある居住環境の維持・充実 

・質の高い居住環境の維持・保全にむけ、住民主体のまちづくりルール等を検討します。また、低

層住宅地と近接する場所では、建物高さや景観等、周囲に配慮した土地利用の更新・転換を促進

します。 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修改修改修改修生垣生垣生垣生垣

化化化化等、安心・安全の向上をはかります。 

③鉄道駅を中心とした身近な地区拠点の充実 

・鉄道駅ならびに市民センター周辺を中心に、身近な商業サービス機能やコミュニティ機能、交流

機能の集積をはかります。 

④多様な機能が共存する土地利用の維持と調和の促進 

・商業・業務系、中高層住居系、低層住居系、工業系の各土地利用を維持しながら、それぞれに相

応しい、また共存ができるよう土地利用や高さ誘導を検討します。 

 

交通 

①公共交通ネットワークを活かした超高齢社会におけるくらしやすさの向上 

・駅のバリアフリー化等、既存公共交通の更なる使いやすさの向上を促進します。 

・鉄道駅周辺や市民センター等の主要な公共施設の周辺を中心に、交通管理等も伴いながら安心し

てアクセスできる歩行空間や交通環境の向上につとめます。 

②地区内の移動を支える道路網の整備 

・地区内の慢性的な渋滞の軽減等につながる横浜藤沢線の整備等、広域交通を担う幹線道路網の強

化を、周辺環境への配慮のもと促進します。 

・鵠沼奥田線の整備を推進するとともに、藤沢駅鵠沼海岸線や片瀬辻堂線、鵠沼新屋敷線について

は整備の優先順位にににに基基基基づきづきづきづき、、、、事業化事業化事業化事業化ににににむけむけむけむけ、、、、等等等等をををを検討します。 

③中心市街地の活性化につながる交通環境づくり 

・輻輳している駅利用者の歩行空間の改善にむけ、藤沢駅の改良をめざすとともに、駅南北間の連

携強化をはかります。 

・藤沢駅南口を中心に、商店街や公共施設等を安心・快適に歩いて回遊できる歩行空間や、自転車

が利用しやすい環境づくり等、中心市街地の活性化につながる交通環境の改善を推進推進推進推進検討します。 

④海岸沿いの観光地へのアクセスの向上 

・海岸沿いの観光地を結ぶアクセス道路、交通手段について検討します。 

 

水・緑 

①湘南海岸・引地川・境川を結ぶ広域レクリエーション・交流のネットワークづくり 

・湘南海岸や引地川、境川を軸として、サイクリングロードや緑道を活かしたネットワークを充実

するため、引地川緑地及引地川緑地及引地川緑地及引地川緑地及びびびび境川緑地の整備を検討します。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の確保・整備の推進 

コメントコメントコメントコメント [012]: 生け垣化に拘らすに危険

ブロック塀の解消を進めるため 

コメントコメントコメントコメント [013]: 優先順位付けは完了した

ため 

コメントコメントコメントコメント [014]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [015]: 引地川緑地の整備も完了

していないため 
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・防災上の観点等を踏まえ、未整備となっている都市計画公園の整備を推進するとともに、公園や

広場等の整備を検討します。 

・風致や景観の維持・向上にむけた緑の保全や緑化につとめます。 

・既存住宅地内に残る緑や保存樹林等について、まちづくりルール等により保全をはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①藤沢駅周辺の活性化にむけた都市整備の検討 

・藤沢駅南口周辺では、南北一体となりながらこれからの街のあり方や都市機能更新、交通環境の

改善等について、多様な主体と連携・協働し、総合的に検討します。 

・藤沢市の玄関口、顔にふさわしい都市空間・景観形成にむけ、民間建物の更新時に誘導をはかり

ます。 

②防災まちづくりの促進 

・地域の防災力向上にむけ、未整備の都市計画道路の整備とともに、狭隘道路等の解消や公園・広

場の確保、緑化等をはかります。 

・境川、引地川の治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・・・・津波津波津波津波にににに対対対対するするするする避難対策避難対策避難対策避難対策のののの充実充実充実充実をはかるとともにをはかるとともにをはかるとともにをはかるとともに、、、、河川河川河川河川のののの遡上対策遡上対策遡上対策遡上対策のののの促進促進促進促進ににににむけむけむけむけたたたた検討検討検討検討をすすめまをすすめまをすすめまをすすめま

すすすす。。。。    

③格調のある居住環境・景観の維持・保全 

・格調ある居住環境を次世代に継承するため、敷地の細分化や建物の高層化を抑制するための制度

の導入を検討します。 

・鵠沼の緑が潤う閑静な住宅地や国道１３４号線沿いの景観を今後も維持・保全するため、景観法

に基づく制度等の活用をはかります。  

コメントコメントコメントコメント [016]: 津波対策の追加 
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３ 辻堂地区 

（１）現況 

地区の南側の海岸沿いには県立辻堂海浜公園が立地し、湘南らしい風致とにぎわい、交流を持ち

ながら、住宅地と共存している地区です。太平台等の一部を除き比較的平坦な地形となっています。 

本地区は大正５年に辻堂駅が開設されると住宅地として開発され始め、さらに昭和３０年以降に

演習地が返還され、工場が誘致される等本格的に都市化がすすみ、住宅市街地として発展してきま

した。  

地区の過半が低層住宅地となっており、比較的緑も多く閑静な住宅市街地が形成されています。

一方で、急速に宅地化した住宅地では、身近な公園や道路等の都市基盤整備が遅れていたり、近年

では宅地の細分化等により、街なみの変化や防災性の低下等が懸念されるとともにるとともにるとともにるとともに、、、、津波等津波等津波等津波等のののの災害災害災害災害

危険度危険度危険度危険度がががが高高高高いいいい地域地域地域地域となっとなっとなっとなっています。 

また大規模工場や公務員宿舎の撤退等に伴い、地区内で複数の大規模な土地利用転換が見込まれ

ています。 

地区の骨格となる道路では未整備の都市計画道路も多くあり、また地区北側へのアクセスが十分

ではない等により、交通渋滞が頻繁に発生しています。 

辻堂駅北側ですすむ湘南 C－X地区の開発により辻堂駅周辺における都市機能集積の高まりが期

待されており、南口周辺においても連携しながらより利便性の向上等が期待されています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■豊かな水と緑のある湘南らしい低層住宅地を形成していますが、今後、想定されている大規模な

土地利用転換・更新や、近年の宅地の細分化等による屋敷林の減少等といった良好な居住環境の

消失に対し、これまで育んできた地区の文化、風致等を維持・継承する取組が求められています。 

■一方で、JR辻堂駅の改良や大規模土地利用転換等によりもたらされる新たな変化を、超高齢社会

におけるにおけるにおけるにおける（を見据えた）地区全体のくらしやすさ向上や文化形成として活用することが期待され

ます。 

■地区の快適性、安全性の向上等にむけ、都市基盤整備の推進が必要です。特に道路網の充実が不

可欠であり、骨格的な役割を担う都市計画道路の整備とともに、交通分担や地区内外との円滑な

連携が求められています。あわせて、地区内における移動手段の充実も期待されています。また、

未整備の都市公園も多く整備が期待されています。 

■防災性が低い市街地でありながら、津波・高潮、液状化等の災害危険度が高いことから、都市基

盤整備とあわせて、地区における防災・減災の向上にむけた都市づくりが必須となっています。 

■湘南海岸や引地川等の地区の持つ資源を保全・活用しながら、地区の魅力へとつながる取組も期

待されています。 

 

（３）地区の将来像 

歴史と緑と潮風のかおる、健やかなまち“湘南辻堂” 

 

湘南海岸に面し水と緑が豊かな環境のもと、平坦な地形を活かし、ユニバーサルデザインに配慮

した地区の形成をめざします。 

辻堂駅周辺と市民センター周辺の２つの地区拠点を核に、安全にアクセスしやすい交通環境を整

備することで、多くの市民が交流・活動しやすく、くらしやすい地域をめざします。 

地区の持つ特性・文化を継承しながら、居住環境の維持・向上、防災性の高い市街地環境への改

善等をすすめます。大規模土地利用転換の際には、周辺環境と調和し、風致を維持・成熟をめざし

ます。 

コメントコメントコメントコメント [017]: 津波浸水想定に合わせ、追

加 

コメントコメントコメントコメント [018]: 時点修正 
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湘南海岸をいかした水と緑のネットワークにより、潮香の漂う、安心して快適にくらせるまちの

形成をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①都市拠点である辻堂駅周辺での地域のくらしやすさを高める都市機能の促進 

・・・・辻堂駅舎辻堂駅舎辻堂駅舎辻堂駅舎のののの改良改良改良改良とあわせとあわせとあわせとあわせ、、、、駅前広場駅前広場駅前広場駅前広場のののの再構築再構築再構築再構築をすすめますをすすめますをすすめますをすすめます。。。。    

・辻堂駅北側の湘南 C-X と機能分担及び連携をはかりながら、地区のくらしを支える商業サービス

機能等の集積を促進します。 

②地域と連携し、大規模土地利用等の更新時における適切な土地利用の誘導 

・大規模工場跡地の土地利用転換にあたっては、地域の交通環境や周辺土地利用との調和等を踏ま

えるとともに、低炭素社会構築にむけて環境と共生するまちづくりをすすめます。 

・辻堂団地等の老朽化等に応じた土地利用更新・再編時には、風致や地域コミュニティ等との調和

とともに、生活サービス機能の充実をめざし、魅力ある住宅地の更新をすすめます。 

・高齢者、子育て機能に対応した土地利用も視野に入れ、地域に配慮したまちづくりをすすめます。 

③湘南・辻堂にふさわしいゆとりある住宅地の維持・形成 

・風致地区に指定されている住宅地は、今後も緑豊かな低層住宅市街地として、維持・保全につと

めます。 

・緑豊かでゆとりある風致や、良好な居住環境の維持・充実にむけ、住民主体のまちづくりのルー

ル等を検討します。 

・土地利用・建物更新を行う地区では、計画的にまちづくりをすすめられるよう地区計画等の活用

を誘導します。 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修改修改修改修生垣生垣生垣生垣

化化化化等、安心・安全の向上をはかります。 

・周辺の住宅と調和した沿道利用の維持につとめます。 

 

交通 

①地区の骨格であり地区間連携を促進する交通ネットワークの形成 

・本市の幹線道路であり、防災の役割を担う広域交通ネットワークとなる藤沢厚木線や戸塚茅ヶ崎

線の整備を促進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、藤沢厚木線藤沢厚木線藤沢厚木線藤沢厚木線のののの整備整備整備整備にむけたにむけたにむけたにむけた検討検討検討検討をををを促進促進促進促進します。 

・地区の骨格となる片瀬辻堂線や辻堂停車場辻堂線の整備を検討します。 

・大規模土地利用転換とあわせ、周辺の交通環境向上につながる道路の実現にむけて検討します。 

②安心して移動しやすい交通環境づくり 

・歩行者や自転車の利用者が安心して快適に移動できるように、共存できる道路づくりや自転車利

用の促進に取り組みます。 

・人が多く集まり交流する辻堂駅や市民センター周辺では、ユニバーサルデザインの考えのもと、

交通管理等も伴いながら安全な歩行空間の確保をはかります。 

・・・・辻堂駅南口駅前広場辻堂駅南口駅前広場辻堂駅南口駅前広場辻堂駅南口駅前広場のののの改良工事改良工事改良工事改良工事をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

 

水・緑 

①湘南海岸・辻堂海浜公園等を中心とした水と緑によるレクリエーション・交流ネットワーク形成 

・湘南海岸、辻堂海浜公園、長久保公園を中心に、レクリエーション・交流の場としてネットワー

クを形成します。 

コメントコメントコメントコメント [019]: 事業完了 

コメントコメントコメントコメント [020]: 生け垣化に拘らすに危険

ブロック塀の解消を進めるため 

コメントコメントコメントコメント [021]: 明治地区との表現の整合 

コメントコメントコメントコメント [022]: 事業完了 
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・湘南海岸沿い、引地川沿いの自転車専用道路を活用して、境川沿いとも連携した自転車による観

光交流の動線づくりを推進します。 

・湘南海岸や周辺の緑の維持・保全につとめます。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の確保・整備の推進 

・未整備の都市計画公園の整備を推進します。 

・一時避難場所となる歩いていける身近な公園の整備を推進するともに、防災上の観点等を踏まえ、

公園や広場等の整備を検討します。 

・風致や景観の維持・向上にむけた緑の保全や緑化につとめます。 

・社寺林や住宅地内の緑を維持・保全します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①藤沢市の骨格となる湘南海岸や引地川等の維持及び景観形成 

・湘南海岸や引地川等を軸に、自然環境と調和した景観形成をはかります。 

②災害に強い地区づくり 

・地区内での防災力向上にむけて、狭隘道路等の解消や公園・広場の確保、緑化等につとめます。 

・引地川の治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

・・・・津波津波津波津波にににに対対対対するするするする避難対策避難対策避難対策避難対策のののの充実充実充実充実をはかるとともにをはかるとともにをはかるとともにをはかるとともに、、、、河川河川河川河川のののの遡上対策遡上対策遡上対策遡上対策のののの促進促進促進促進ににににむけむけむけむけたたたた検討検討検討検討をすすめまをすすめまをすすめまをすすめま

すすすす。。。。    

③大規模土地利用転換を活かした地区の利便性と魅力の向上 

・大規模土地利用転換においては、円滑な交通環境やオープンスペースの確保等、地区全体の利便

性と魅力の向上とともに、周辺と調和した環境形成を促進します。  

コメントコメントコメントコメント [023]: 津波対策の追加 
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４ 村岡地区 

（１）現況 

村岡地区は、昭和１６年に藤沢市に合併した後、昭和３２年の藤沢綜合計画により、地区北部は

「より住み良い」ところとして住宅地に、JR 東海道線沿線は「より働きやすい」ところとして工業

地に位置づけられ、現在では、地区北部では低層住宅地、JR 東海道線沿線では工業地、工業と住宅

の混成市街地が形成されています。もともと傾斜部が多い地形で形成されておりますが、地区北部

では土地区画整理事業により多くの住宅地が開発されているとともに、道路や公園等の都市基盤が

計画的に整備されています。 

地区南部では、自然的土地利用をいかした新林公園や川名の斜面緑地が東西に連続して、緑の景

観を呈しています。 

地区の骨格となる道路網は、「かながわのみちづくり計画」において交流幹線道路として位置づ

けられている横浜藤沢線が地区南側で未整備となっていますが、それ以外は概ね整備を終えていま

す。 

JR 東海道線沿線では（仮）村岡新駅構想により飛躍的な公共交通の利便性が向上するとともに、

現在の産業集積とあわせ、今後鎌倉市と連携したまちづくり等をすすめることで、大きくポテンシ

ャルが高まることが期待されています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■一定の都市基盤整備を終えている住宅地については、この居住環境の維持・保全をはかるととも

に、（来るべき）超高齢社会におけるにおけるにおけるにおける（を見据えた）地区づくりや災害に強いまちづくりが求め

られます。既成市街地の川名地区等において多く残っている狭隘道路の解消とともに、広幅員道

路や河川の沿線における建物の不燃化等により延焼遮断帯の強化にむけた取組が必要です。 

■（仮）村岡新駅構想の実現により、公共交通の利便性向上が期待されるとともに、研究所の新設

等新たな産業の集積によって、地区の活力向上が予測されます。この新駅設置の機会を、地区全

体でどのように活用し、また既成市街地との連携・共存のあり方について、公共交通網の再編等

も含めて十分な検討が必要です。 

■川名清水谷戸や宮前御霊神社南側の斜面緑地等、地区南側に残る自然環境は、本市においても貴

重な資源であり、これらの保全にむけた取組が必要です。また、周辺の自然環境と共生する都市

基盤（横浜藤沢線、（仮）村岡新駅、宮前公園等）の整備や、新たに創出される緑との連続性が

求められます。 

■JR 東海道線沿線の工業地においては、適正な土地利用の維持にむけた取組が必要です。 

 

（３）地区の将来像 

ふれ愛 ささえ愛 絆ではぐくむ“輝

き

ら里

り

”むらおか 

 

歴史・自然・産業等の地域の豊かな資源を活かしながら、安心して快適にくらし、働き続けられ

る地区を形成します。 

（仮）村岡新駅の設置を契機とした本市の新たな玄関口となる交通拠点の形成にむけ、鎌倉市と

連携したまちづくりとともに、村岡公民館に加え新たな地区拠点の創出により、活動・交流の充実

をめざします。 

都市整備と環境保全を共存させながらまちづくりをすすめ、利便性が高く、ゆとりと潤いのある

都市環境のもと、人と人がふれあい支え合いながら、いきいきとくらせる地区をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

コメントコメントコメントコメント [024]: 時点修正 
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土地利用 

① （仮）村岡新駅設置を契機とした、玄関口となる都市拠点の創出 

・（仮）村岡新駅周辺では、緑豊かな周辺環境と調和した都市空間を形成するとともに、鎌倉市深

沢地区と一体となったまちづくりをすすめます。 

・広域交流を育む都市拠点の形成とともに、身近な商業サービス機能、コミュニティ機能等の集積

やユニバーサルデザインの導入をはかります。 

②安心してくらし続けられる居住環境の維持・向上 

・計画的な基盤整備を終えた住宅地では、良好な居住環境の維持・充実にむけ、住民主体のまちづ

くりのルール等を検討します。 

・基盤整備が遅れている住宅地では、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない等、居住環境

の改善をはかります。 

③工業系市街地の維持 

・JR 東海道線沿いにある工場・研究所等の工業系市街地を維持し、本市の活力を創出する産業拠点

として充実をめざします。 

 

交通 

①交通拠点の形成と公共交通の充実 

・地区住民や就業者の利便性向上にむけ、JR東海道線の新駅設置とともに、あわせてバスネットワ

ークの再編等による公共交通網の充実を促進します。 

・公共交通結節機能を有した交通拠点として、湘南モノレール「湘南深沢駅」との連携強化を促進

します。 

②地区内のバス交通の維持・充実 

・くらしや通勤の足として地区内外を連携するバス交通の維持・充実をはかります。 

③地区の移動を支える道路網の充実 

・地区内における交通渋滞、通過交通流入等の解消にむけ、広域幹線道路である横浜藤沢線の整備

を環境との共生をはかりながら促進します。 

・（仮）村岡新駅にアクセスする道路の整備を検討します。 

・地区内の幹線道路等に連絡する主要な生活道路の充実をはかります。 

④安心して歩けるみちづくり 

・（仮）村岡新駅周辺では、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、安心して歩いたり自転車

でアクセスできる交通環境の充実を推進します。 

・生活道路での通過交通の排除や走行速度抑制策等により、人が主役となる生活道路づくりを検討

します。 

 

水・緑 

①川名緑地を核とした緑の拠点づくり 

・川名清水谷戸を中心とした斜面緑地等は、新林公園や隣接する鎌倉市側の緑地と一体となった緑

の拠点形成をめざし特別緑地保全地区等の指定をするとともに、緑地内に計画されている横浜藤

沢線について、環境と共生する道路づくりのあり方について検討します。 

・藤沢市の玄関口として、（仮）村岡新駅及び JR 東海道線沿いにおける緑空間の維持・創出や緑化

をはかります。 

②谷戸や河川、斜面緑地等地区をつなぐ水と緑のネットワークづくり 

・柏尾川や境川、滝川等の河川と、川名緑地、公園、斜面緑地等をつなぐ、幹線道路沿いの街路樹

の維持・充実や緑化をはかります。 
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③住宅地における緑の維持・創出 

・歩いていける身近な公園の整備を推進します。 

・潤いのある居住環境維持にむけ、宅地内の緑の維持・充実をはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

① （仮）村岡新駅設置を契機とした協働によるまちづくり 

・村岡地区まちづくり計画の実現にむけ、（仮）村岡新駅予定地周辺におけるまちづくりを市民や

事業者、行政等との協働によりすすめます。 

・深沢地区と連携した広域拠点となるまちづくりについて、鎌倉市、神奈川県等と連携しながら検

討をすすめます。 

②地区内の緑を活かした景観づくり 

・川名緑地一帯や、藤沢市の玄関口となる JR 東海道線沿い等、緑を活かした景観の維持・充実を

はかります。 

・住宅地では、宅地内の緑や傾斜地形により保全されている緑等を維持・活用しながら、ゆとりの

ある景観の維持・創出につとめます。 

・宅地開発等においては、既存の緑や景観へ配慮するとともに、良好な都市空間の創出につとめま

す。 

③災害に強い市街地形成の推進 

・広幅員道路や境川、柏尾川沿川における建物不燃化等により延焼遮断帯の強化を推進します。 

・境川における治水対策を促進するとともに、滝川の治水対策や市街地の安心・安全を高める公園

整備を推進します。  
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５ 藤沢地区 

（１）現況 

本地区は、藤沢駅北口を中心に広がる商業業務地と住宅地等により構成されています。おりおりおりおり、、、、地地地地

区内区内区内区内にはにはにはには、、、、藤沢駅藤沢駅藤沢駅藤沢駅、、、、藤沢本町駅藤沢本町駅藤沢本町駅藤沢本町駅がありがありがありがあり、、、、藤沢駅藤沢駅藤沢駅藤沢駅はははは鉄道３線が結節するターミナルとして利便性の高

い場所であるとともに、歴史・文化や自然資源にも恵まれた地区です。 

藤沢地区には、遊行寺を中心とした門前町や１７世紀に開かれた東海道の宿場である旧藤沢宿等

があり、藤沢市の中心として歴史文化を育んできていました。一方で、明治２０年に藤沢駅が開業

し藤沢駅北口に市役所等の行政施設や百貨店等が集積したことでにぎわいの中心が移り、藤沢駅周

辺が湘南地域の広域拠点の役割も担うようになりました。 

地区の多くは、自然発生的な住宅地、あるいは商業・業務等との混在地で形成されておりますが、

一部、土地区画整理事業により創出された戸建住宅地や集合住宅地もあります。 

道路環境では通過交通が地区内に流入し、特に藤沢駅周辺へ集中する道路ネットワーク等により、

道路交通の効率悪化や、歩行者等の危険性が増しています。 

藤沢駅周辺は一時期より拠点性や活力が弱まりつつありますが、藤沢駅北口通り線の整備を中心

とした北口駅前地区の整備計画や、市役所の建替え・更新等の課題がある中で、連携をはかりつつ、

建物・機能更新等を契機に、地区全体の活性化へとつながるまちづくりが期待されています。 

またまたまたまた、、、、老朽化老朽化老朽化老朽化がががが進進進進むむむむ地区拠点地区拠点地区拠点地区拠点についてについてについてについて、、、、よりよりよりより拠点性拠点性拠点性拠点性をををを高高高高めためためためた整備整備整備整備についてについてについてについて周辺周辺周辺周辺のまちづくりとあのまちづくりとあのまちづくりとあのまちづくりとあ

わせてわせてわせてわせて進進進進めていますめていますめていますめています。。。。    

 

（２）都市づくり上の課題 

■自然発生的な市街地が多く、良好な居住環境の維持・充実が求められるとともに、浸水危険があ

る地域もあることから、災害に強いまちづくりへの取組が重要となります。また、身近な公園整

備とあわせ、斜面緑地等の残されている緑の保全への取組が求められています。 

■藤沢駅を中心に、３路線の鉄道が結節し多くのバスが発着するターミナル機能を有しているとと

もに、業務車輌や通過交通、送迎自家用車等が集中し、さらに徒歩や自転車での駅及び周辺利用

等、多様な交通手段が輻輳しています。安心して藤沢駅周辺を訪れ、利用できるよう、交通環境

の整理、充実が必要です。 

■藤沢駅周辺では都心部としての活気の低下傾向が見られ、また近年では商業地域内に高層マンシ

ョンが立地する等用途混在がすすみつつある中、藤沢北口駅前地区整備事業や藤沢駅周辺の再整

備構想等と連携しながら、商業地域を中心に地区全体の活力向上にむけた取組が求められていま

す。さらに、検討がすすめられている公共施設の再配置等についても、地区としての受け止め方、

まちづくりの見直し検討が必要となります。 

■■■■藤沢駅藤沢駅藤沢駅藤沢駅やややや藤沢本町駅藤沢本町駅藤沢本町駅藤沢本町駅周辺周辺周辺周辺、、、、旧藤沢宿旧藤沢宿旧藤沢宿旧藤沢宿、、、、またまたまたまた整備整備整備整備がががが進進進進められているめられているめられているめられている公共施設公共施設公共施設公共施設等等等等のののの回遊性回遊性回遊性回遊性をををを持持持持ったまったまったまったま

ちづくりがちづくりがちづくりがちづくりが求求求求められていますめられていますめられていますめられています。。。。    

■旧宿場町の街なみ等が年々消失しています。貴重な歴史・文化資源であるとともに、観光・交流

資源、地区のアイデンティティの役割を担っており、その保全・活用にむけた取組が期待されま

す。 

 

（３）地区の将来像 

歴史と文化が息づく、湘南藤沢の都心部拠点 

  

これまで育んできた歴史・文化・自然を身近に感じながら、利便性と活気、あるいはくらしやす

さ等多様性を持った地区形成をめざします。 

コメントコメントコメントコメント [025]: 立地適正化計画を踏まえ

追加 

コメントコメントコメントコメント [026]: 時点修正及び立地適正化

計画を踏まえ、追加 

コメントコメントコメントコメント [027]: 新庁舎、藤沢公民館の配置

や藤沢駅周辺整備に合わせた、回遊性のあ

るまちづくりが課題となっているため 
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藤沢駅周辺、、、、藤沢本町駅藤沢本町駅藤沢本町駅藤沢本町駅周辺周辺周辺周辺のののの拠点性拠点性拠点性拠点性をををを高高高高めめめめを中心に、商店街や遊行寺・旧藤沢宿等、地区全体

ににぎわいや交流が育まれるような、回遊性と広がりを持ったまちづくりをめざします。 

中心市街地との近接性等によるくらしやすさを享受しながら、安全・安心でゆとりのある居住環

境の形成をすすめます。 

近隣との調和・配慮をはかりながら、藤沢駅周辺や、商業・業務地、住宅地等それぞれのゾーン

にふさわしい良好な街なみ形成をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①にぎわいと、歴史・文化が共存する、都心にふさわしい拠点の維持・再生 

・本市の都心としての質を保ちながら、活力と交流のある拠点形成をすすめます。 

・既存の都市サービス機能やまちづくりに関するプロジェクト、遊行寺・旧藤沢宿の歴史文化財等、

様々な都市機能や地域資源等を連携・活用しながら、一体感を持った拠点形成をめざします。 

・藤沢駅周辺では、南北自由通路南北自由通路南北自由通路南北自由通路のののの拡幅拡幅拡幅拡幅やそれにやそれにやそれにやそれに伴伴伴伴うううう駅舎舎舎舎の改良、、、、やややや駅前広場の再整備再整備再整備再整備・・・・充実とと

もに、駅周辺街区駅周辺街区駅周辺街区駅周辺街区におけるにおけるにおけるにおける広域商業・サービス、行政、業務、交流機能等の更新・強化をすすめ、

都心にふさわしい質の高い空間形成をめざします。都心居住については適切に誘導します。 

・建物更新の時期を迎えている公共公益施設や大規模な民間建物等については、周辺の活力維持・

向上に資する機能・土地利用を誘導します。 

②安全で良好な居住環境の保全・向上 

・地区に相応しい土地利用や建物、緑化等を誘導するまちづくりルール等により、質の高い居住環

境の維持・改善をはかります。 

・狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、避難地となる公園整備、ブロック塀の改修改修改修改修生垣生垣生垣生垣

化化化化等、安心・安全の向上をはかります。 

・低層住宅地と近接する場所では、建物高さや景観等、周囲に調和、配慮した更新・転換を促進し

ます。 

・良好な低層住宅地の維持にむけ、必要に応じた規制見直しや地区計画等を検討します。 

 

交通 

①移動しやすい交通環境づくり 

・藤沢駅についてについてについてについてのののの南北南北南北南北をつなをつなをつなをつなぎぎぎぎ、ユニバーサルデザインによる南北自由通路南北自由通路南北自由通路南北自由通路のののの拡幅拡幅拡幅拡幅やややや駅舎及び駅

前広場の改良をすすめるとともにすすめるとともにすすめるとともにすすめるとともに、、、、駅改良駅改良駅改良駅改良をををを促進します。 

・藤沢駅周辺におけるユニバーサルデザインによる空間整備や、歩行・自転車・バス等様々な交通

手段で安心して駅及び駅周辺に来街できるアクセス、輻輳する交通環境の改善を推進します。 

・藤沢本町駅周辺では、バスとの連結強化や駐輪場整備、バリアフリー化等による歩行空間の見直

し等をすすめ、公共交通の利用促進につとめます。 

②円滑なアクセスを支える道路網の整備 

・地区内における交通渋滞、通過交通流入等の解消にむけ、横浜湘南道路を整備促進するとともに、

国道１号藤沢バイパスについては、地域交通の安全性、利便性の向上にむけた改良や自転車道整

備を促進します。 

・・・・都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路のののの見直見直見直見直しをしをしをしを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

・藤沢駅周辺における安全で円滑な道路ネットワーク形成にむけ、藤沢駅北口南北線南北線南北線南北線通通通通りりりり線線線線等の整

備をすすめるとともに、交通規制の総合的な見直しや駐車場整備、歩行者・自転車等との共存の

あり方等を検討します。 

・・・・地区内地区内地区内地区内外外外外のののの円滑円滑円滑円滑なアクセスをなアクセスをなアクセスをなアクセスを支支支支えるためえるためえるためえるため、、、、藤沢石川線藤沢石川線藤沢石川線藤沢石川線のののの整備整備整備整備をををを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

コメントコメントコメントコメント [028]: 藤沢地区拠点として一体

に考えているため、追加 

コメントコメントコメントコメント [029]: 事業の時点修正 

コメントコメントコメントコメント [030]: 生け垣化に拘らすに危険

ブロック塀の解消を進めるため 

コメントコメントコメントコメント [031]: 事業の時点修正 

コメントコメントコメントコメント [032]: 事業完了 

コメントコメントコメントコメント [033]: 事業の時点修正 

コメントコメントコメントコメント [034]: 現在の取組内容に合わせ

追加 
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③歩いて楽しいみちづくり 

・藤沢駅北口や藤沢本町駅から、商店街や遊行寺・旧藤沢宿、公共施設等を、楽しみながら安全に

回遊できる生活道路等のみちづくりをはかります。 

 

水・緑 

①都心部に残る貴重な緑の保全とネットワークづくり 

・伊勢山緑地、御所ヶ谷緑地等の斜面緑地や社寺林等の歴史・文化のかおる緑地の保全をはかりま

す。 

・河川沿いでは、市民と連携しながら公共空間や民有地における緑化をすすめ、水と緑の帯の形成

をめざします。 

・歩いていける身近な公園の整備を推進します。 

②建物建築等とあわせた緑の創出促進 

・新たな建物や街区整備等における緑地空間の創出とともに、中心市街地等では多くの人々が緑を

楽しめるような配置を誘導します。 

・建物や宅地の緑化とともに、商店街や街なみを単位とした緑化への取組を促進します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①命と財産を災害から守るまちづくりの推進 

・広幅員道路や河川沿いの延焼遮断帯の形成にむけて、沿道建物の不燃化や街路樹整備等を推進し

ます。 

・円滑な避難や救援を実現するため、狭隘道路等の解消や生活道路の整備・改善を推進します。 

・境川、引地川における治水対策を促進するとともに、下水道整備等による浸水対策を推進します。 

②由緒ある歴史・文化を受け継ぎ、新たな魅力と文化を育むまちづくり 

・歴史・文化資源等の保全・活用等によるまちの魅力・文化づくりとともに、景観形成をはかりま

す。 

・多くの交流・にぎわいにより育んだ地区特性の継承にむけ、藤沢駅や藤沢本町駅、遊行寺・旧藤

沢宿等を回遊したくなるネットワークを形成します。 

③藤沢駅周辺の活性化にむけた都市整備の検討 

・都心部におけるまちづくりの方向性について、多様な主体と共有化をはかり、緩やかな連携のも

と、都市機能更新や交通環境の改善等の活性化策を、南北一体となり総合的かつ戦略的にすすめ

ます。 
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６ 明治地区 

（１）現況 

明治地区は、江戸時代までは東海道と大山街道の交通結節点として賑わい、明治時代に入ると国

道１号線、東海道本線という国土幹線の整備、辻堂駅の設置等、古くから交通の要衝として発展し

てきた地区です。現在では、辻堂駅を中心に、本市西部・北部や茅ヶ崎市域等への交通結節点の機

能も有しています。現在、横浜湘南道路（首都圏中央連絡自動車道の一部）の建設が進行していま

す。 

地区東側には引地川が流れ、北側には城南の斜面緑地があり、ランドマークとなる緑が形成され

ています。 

住宅地としては、旧道沿いに集落が形成されていましたが、高度成長期に辻堂新町や羽鳥を中心

に急激に住宅地開発がすすみ、戸建住宅や社宅等の集合住宅等が建設されました。小規模な宅地開

発の連続により、行き止まり道路や狭隘道路等防災上の課題を有していたり、また、建物・機能更

新の時期を迎えつつある社宅等もあります。 

商業地として、新町通りを中心に商店街が形成されていますが、地区東部の大型ショッピングモ

ールの進出による交通環境の悪化、地域商業の活力低下が発生しています。 

辻堂駅前では戦前から工場が立地し、昭和３０年代以降には東海道線沿線に誘致した工場等によ

り産業ゾーンが形成されましたが、近年、工場撤退による土地利用転換がすすみつつあります。 

そのうち辻堂駅前は、「湘南 C-X 地区」の都市再生事業により新たに都市拠点を再創出すること

になりました。広域連携機能や複合都市機能等を計画的に誘導・集積することとなり、藤沢市の顔

でもあり、地区への新たな活力・交流創出が期待されています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■自然発生的に宅地化した住宅地では、防災性向上への取組が求められます。 

■国道１号線沿いの一種住居、二種住居地域では、戸建住宅と集合住宅等の混在や狭小宅地の増加

等の問題を抱えており、良好な居住環境の維持・創出にむけた検討が必要です。また、社宅跡地

等の大規模な土地利用更新時には、周辺環境との調和等を考えた土地利用を検討することが期待

されます。 

■ＪＲ東海道線沿いは、本市において重要な産業ゾーンの１つであり、産業系の土地利用の維持・

存続にむけた取組が必要です。 

■湘南 C-X 地区での拠点整備を活かして、地区全体のくらしやすさを高めることが期待されていま

す。また、新たな公共交通システムの導入等が見込まれる中、市内外からの交通結節点としての

充実も求められます。 

■ＪＲを南北に横断する動線が容量的に不足していることから、藤沢厚木線の整備が期待されます。

また、横浜湘南道路の整備に際し、居住環境への配慮が求められます。 

■城南特別緑地保全地区や引地川緑地等の保全とあわせ、周辺に残されている緑等と一体的になっ

た緑の拠点形成が期待されます。 

 

（３）地区の将来像 

明るく楽しい未来を創るまち、、、、めいじめいじめいじめいじ 

 

新しい都市拠点と既存の商店街が共存し、住む人、働く人がくらしやすく、楽しめる地区を形成

します。 

新たに生まれ変わる辻堂駅周辺を中心に交通結節点としての機能を強化することで、様々な交流

を育むとともに、住民の活発な地区内外への移動や交流をめざします。 

コメントコメントコメントコメント [035]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [036]: 総合指針に合わせ修正 
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城南の斜面緑地や引地川沿いの緑地等骨格をなす水と緑に囲まれた良好な居住環境とともに、広

域的な商業やサービス機能、昔ながらの商店街が身近にある、くらしやすく、利便性の高い住宅地

の形成をはかります。 

また、東海道線沿線や湘南 C-X 等において、地区の活力と新たな交流を育む産業機能の維持・創

出をはかります。  

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①湘南 C-X と商店街が連携した地区拠点づくり 

・湘南 C-X においては、広域連携機能や複合都市機能等多様な機能を持つ都市拠点を形成します。 

・藤沢市の西のゲートにふさわしい活気のある、住民にとって親しみのある都市空間の創造をめざ

します。 

・住民のくらしやすさを高めるために、湘南 C-X 等の広域的な商業地と既存の商業地の機能分担・

連携をはかります。 

②安心してくらせる良好な居住環境の維持・向上 

・自然発生的に形成された住宅地では、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、生活道路・

公園の整備等、居住環境の向上をはかります。 

・計画的に整備された住宅地では、良好な居住環境の維持にむけ、住民主体のまちづくりのルール

等を検討します。 

・NTT 社宅跡地等の大規模な建物・土地利用更新時や、新たな集合住宅の建築時には、周辺環境と

の調和・配慮・連携をはかりながら、緑とゆとりのある環境の形成を促進します。 

③地区の活力となる工業系土地利用の維持 

・湘南 C-X では、研究開発・業務機能等を集積した産業地として維持します。 

・東海道線沿いでは、工業系を中心とした産業機能の維持・更新をはかります。 

④引地川沿いの農地の維持・保全 

・市街化調整区域の農地の維持・保全につとめます。 

 

交通 

①ユニバーサルデザインによる交通結節点づくり 

・辻堂駅を中心に、誰もが鉄道、バス、自転車、歩行等多様な交通手段を快適に利用できる交通結

節点を形成・充実します。 

・本市西部や西北部等との連携強化にむけた公共交通の充実を検討します。 

・歩行者や自転車の利用者が安心して快適に移動できるように、交通管理等も伴いながら交通環境

の改善・充実をはかります。 

②広域幹線道路整備と地区内道路網の充実 

・広域幹線道路である横浜湘南道路の早期完成と藤沢厚木線の整備にむけた検討を促進します。 

・辻堂地区での大規模土地利用転換とあわせ、周辺の交通環境向上につながる道路の実現にむけて

検討します。 

③安心してくらせる生活道路網の充実 

・広域幹線道路整備による地域分断の解消や交通安全対策を検討します。 

・身近な道路環境の向上をめざし、地区の幹線道路に連絡する主要な生活道路等の整備をはかりま

す。 

 

水・緑 
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①地区の緑の核となる城南の斜面緑地、引地川、湘南 C-X 等の維持・充実 

・城南の斜面緑地等の樹林および引地川沿いの緑地、市街地に残るまとまった樹林地等の維持・保

全をつとめます。 

・湘南 C-X では、高木並木等が配された道路や神台公園等の維持・充実をはかります。 

・新たな建築、土地利用転換の際には、屋上緑化や敷地内緑化を促進します。 

②地区の身近な憩い・交流の場となる公園・広場の確保と整備の推進 

・歩いていける身近な公園の整備を推進します。 

・住宅地の緑の維持・充実を、住民と連携しながらはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①周辺地域との調和した土地利用・建物更新の促進 

・大規模な土地利用転換時には、地域の交通環境や地域コミュニティの維持、周辺の土地利用との

調和、眺望に配慮した建築物の高さの抑制等、地域のまちづくりと連携した取組をはかります。 

②湘南 C-X を中心とした景観づくり 

・新たに創出する湘南 C-X では、景観計画に則り質の高い都市空間・景観の形成をすすめるととも

に、周辺と連携・調和する景観を形成します。 

・城南の斜面緑地等の自然資源や古い民家等の歴史文化的資源により形成される景観の維持・保全

をはかります。 

③災害に備えた都市づくりの推進 

・安全に避難ができるよう、一時避難場所となる公園・広場の確保とともに、ブロックブロックブロックブロック塀塀塀塀のののの改修改修改修改修塀塀塀塀

のののの生生生生けけけけ垣化垣化垣化垣化、建物の不燃化を促進します。  
コメントコメントコメントコメント [037]: 生け垣化に拘らすに危険

ブロック塀の解消を進めるため 
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７ 湘南大庭地区 

（１）現況 

湘南大庭地区は、相模野台地、高座丘陵の南端に属したゆるやかな起伏に富む丘陵地で、東境に

は引地川に沿って水田地帯が広がり、西境には茅ヶ崎市の緑と隣接する自然の豊かな場所です。ま

た、大庭城址をはじめ歴史的文化財が点在しています。 

昭和４０年代、急激な人口増加に伴う無秩序な市街化を防ぐため、すぐれた緑地資源と変化に富

む自然条件を活かした緑豊かな住宅地の開発を、また農業環境の保全･整備を目的として｢都市と農

業の調和するまち湘南ライフタウン｣の総合的まちづくりを行いました。住宅地においては、豊富

な緑地資源を活かし、オープンなコミュニティづくりをめざして中央けやき通り沿いに商業施設を、

中心部に中高層系住宅を、外側に向かって低層系住宅を配置しています。集約化された農地は徐々

に開発され、住宅地と混在しています。 

公園・緑は、大庭城址公園をはじめとする都市公園が計画的に配置され、街の所々にある歩行者

専用道路には街路樹が充実し、緑豊かな居住環境が形成されています。 

道路は、生活道路に通過交通が入らない等機能別に配置されています。辻堂駅、湘南台駅、藤沢

駅等に連絡するバス網が中央けやき通りを中心に形成されています。 

人口構成の特徴は昭和５０～６０年の間に住み始めた人々とその子供の世代が多いことであり、

（今後、急速に高齢化を迎えることが予想されます。）急速急速急速急速なななな高齢化高齢化高齢化高齢化によりによりによりにより市内市内市内市内でもでもでもでも高齢化率高齢化率高齢化率高齢化率がががが高高高高

いいいい地区地区地区地区となっていますとなっていますとなっていますとなっています。。。。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■当初の総合的まちづくりの考え方を継承しながら、今後も良好な居住環境が維持、形成できるよ

うな取組が必要です。未利用地や農地等の新たな土地利用においても既存の周辺環境と調和する

ような取組が求められます。 

■ＪＲ辻堂駅や小田急湘南台駅への交通利便性の高さ、開発計画時に盛り込まれているコミュニテ

ィ活動拠点や地区中心商業地、公園等に支えられた良好な居住環境を維持・保全が期待されます。 

■（今後予想される）急激な高齢化に対応するために、起伏の多い地形や歩道の安全性の確保ある

いは向上への取組が必要です。 

■また、既存建築物の老朽化に対応した維持、改修等をとおして、高齢者等が安全、安心に生活で

きる環境形成やややや地域地域地域地域コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティの活性化活性化活性化活性化などもなどもなどもなども含含含含めためためためた総合的総合的総合的総合的なななな取組取組取組取組がががが求められます。 

■充実した地域コミュニティ機能が育まれ、地区内外の人々が交流し連携できるように、まちの中

心部である中央けやき通りを、機能上、生活上、景観上より魅力あるものに育てる取組が求めら

れます。 

■居住環境の豊かさを支える充実した街路樹や公園の樹木、街区を構成する農地を、適正に維持、

管理する取組が求められます。 

 

（３）地区の将来像 

住みたい 住み続けたいまち 湘南大庭 

  

当初の開発計画に従い今日まで形成されてきた質の高い生活環境の維持・保全、更なる質の向上

をはかるため、市民が主体となったまちづくりを推進します。 

地域コミュニティ活動の核となる湘南大庭市民センター周辺や、中央けやき通り沿いの大規模商

業施設や様々な生活支援施設の集積を維持・充実とともに、辻堂駅、湘南台駅等の都市拠点にむけ

たバス交通等の公共交通の充実により、快適でくらしやすい生活環境の形成をめざします。 

コメントコメントコメントコメント [038]: 2016.04.01 時点 

湘南大庭地区：28.77% 

片瀬地区  ：27.79% 

御所見地区 ：27.40% 

コメントコメントコメントコメント [039]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [040]: 地域コミュニティの活性

化や団地再生などの総合的な住宅施策につ

いて検討します。に合わせた課題追加 
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湘南ライフタウンで創出された緑や、維持・保全されている農地や自然環境等との調和により、

住民が憩い、愛着のもてる都市空間を形成し、住み続けたいまちをめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①良好な居住環境の維持・形成 

・低層住宅地では、良好な居住環境の維持・保全にむけ、住民主体のまちづくりのルール等を検討

します。 

・中高層住宅地では、緑豊かでゆとりある居住環境の維持・充実をはかります。 

・南部の集落地では、緑豊かな居住環境の維持・保全につとめます。 

②中央けやき通りにおける活気の維持・充実 

・生活をささえる施設が集積する中央けやき通りにおける活力の維持・充実をめざします。 

・湘南大庭市民センター周辺では、地域コミュニティ機能の強化をはかります。 

・南北に配置された大規模商業機能をはじめとする生活サービス機能の維持・充実をはかります。 

 

交通 

①地域間及び地域内の容易な連絡を可能とする公共交通の維持・充実 

・住民の高い利便性を維持するために、また地区内外の人々が交流し連携するために、辻堂駅、湘

南台駅、藤沢駅等各都市拠点へむけたバス交通網の維持・充実をはかります。 

・辻堂駅より西北部方面へむかう本市西部における南北方向の新たな交通システム導入について研

究します。 

・子どもから高齢者まで、住民が移動しやすい地域内の交通手段や歩行環境のあり方を検討します。 

②安心して移動できるみちづくり 

・歩行者や自転車等で安心して移動できるよう、歩行空間のバリアフリー化や維持・管理等につと

めます。 

 

水・緑 

①居住環境の豊かさを支える緑や水の適切な維持・管理 

・街路樹や公園の樹木等、地区内にある緑について、住民参加による緑の管理、育成を促進し、適

正な維持、管理をはかります。 

・小糸川の良好な河川環境の維持・管理を住民とともに推進します。 

②引地川緑地ゾーン等の緑の維持・保全 

・引地川沿いに広がる斜面緑地や農地、大庭城址公園等のまとまりのある緑や、南部の市街化調整

区域に広がる農地等の緑の維持・保全をはかります。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①湘南ライフタウンにふさわしい景観の維持、形成  

・起伏に富む地区にひろがる斜面地や引地川緑地等とともに、街路樹や公園と住宅地等、開発当初

より育まれた良好な景観・風景の維持・保全をはかります。 

・中央けやき通り沿い等における建替や新たな開発においても、地域の景観との調和をはかります。 

②高齢化に対応したまちづくりの推進 

・住民の安全で快適な生活を維持・充実するために、既存の道路や公園等を適切に維持・管理しま

す。 
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・住民の地域交流や地区内外の様々な世代の人々の交流を拡げるために、公共施設の機能拡充や有

効活用をはかります。 

・住民が利便性の高い生活を維持・充実するために、商業機能の維持・充実をはかります。 

・・・・公的公的公的公的なななな中高層建築物中高層建築物中高層建築物中高層建築物ではではではでは、、、、バリアフリーバリアフリーバリアフリーバリアフリー化等化等化等化等、、、、高齢者高齢者高齢者高齢者がががが住住住住みやすいみやすいみやすいみやすい建物建物建物建物のありのありのありのあり方方方方をををを検討検討検討検討しますしますしますします。。。。    

・・・・急激急激急激急激にににに高齢化高齢化高齢化高齢化がががが進進進進んだんだんだんだ湘南湘南湘南湘南ライフタウンライフタウンライフタウンライフタウンにおけるにおけるにおけるにおける地域地域地域地域コミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティのありありありあり方方方方やややや団地再生団地再生団地再生団地再生などのなどのなどのなどの総総総総

合的合的合的合的なななな住宅施策住宅施策住宅施策住宅施策についてについてについてについて、、、、検討検討検討検討しますしますしますします。。。。    

・まちの活力を維持するために、若い世代が住みたくなる都市環境のあり方を検討します。 

  

コメントコメントコメントコメント [041]: 超高齢社会等を踏まえ、も

う一歩進んだ取組を進める必要があるため。
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８ 善行地区 

（１）現況 

善行地区は、西に引地川、中央に白旗川、東に境川が流れていることから坂が多い地形となって

おり、昭和３５年に小田急電鉄江ノ島線善行駅が開設されるまでは、傾斜地は山林、白旗川の谷筋

は水田と集落という土地利用状況でした。 

駅開設後、昭和３９年に荏原製作所が現在の位置に立地して以降、土地区画整理事業や民間の大

規模な宅地開発、大規模な団地、駅前には県の総合スポーツ施設が立地し、善行地区のまちの基盤

が形づくられました。近年では、善行坂の工業地域に指定されている斜面地でマンション建設が進

んでいます。また、昭和４０年代等に建設された団地等が建物・機能更新の時期を迎えつつありま

す。 

石川丸山緑地及びその東側では、農地と山林が広がり、藤沢市の南部と北部の市街地を分ける緑

の帯となっています。市街地周辺の傾斜地山林は緑の景観を形成し、住宅地に潤いを与えています。 

河川、斜面林等恵まれた自然環境に取り囲まれていると同時に、河川の氾濫、崖崩れ等の災害の

危険性を伴っています。残された斜面緑地も開発により徐々に減少してきています。 

地区内では、善行駅と善行団地以外の住宅地を結ぶ公共交通が少ないうえ、坂道が多く、駅アクセ

スが不便な地域もあります。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■高齢者や障がい者が安心して通行できるように、狭隘道路の整備や行き止まり道路の解消等をは

かると供に、坂道の多い地区特性を踏まえたユニバーサルデザインに配慮したまちづくりの取組

が求められています。 

■第一種中高層住居専用地域は、今後、住宅形態の混在化する可能性もあります。大規模土地利用

転換も含め新たな土地利用や建物の更新に際しては、周辺地域との調和にむけた取組が求められ

ています。 

■農地や山林の維持・保全や河川とのふれあいと合わせた、緑と都市の交流機会の拡充にむけた取

組が求められています。 

■産業系の土地利用の維持が求められています。 

■河川、斜面林等恵まれた自然環境に取り囲まれていると同時に、河川の氾濫、崖崩れの災害の危

険性を伴っているため、地区における防災・減災の向上にむけた都市づくりが必須となっていま

す。 

■地区内の道路ネットワークの見直しと、より円滑な移動を可能にする空間の確保や、移動手段の

充実にむけた取組が求められています。 

 

（３）地区の将来像 

みんなが元気で、誰にもやさしい 坂のまち 

 

善行のまちには傾斜地山林、農地、河川という多くの自然があり、それらは変化に富んだ緑の景

観をつくりだしています。その豊かな自然と優れた眺望を活かし、緑と水につつまれた閑静な住宅

地をめざします。また、自然と人と文化・歴史、産業等さまざまなまちの要素がうまく調和し、交

流のある地区形成をめざします。 

地区の生活の利便性を高めるために、地区の骨格となる道路や都市公園等の都市基盤の充実をめ

ざします。更なる高齢化を見据えた身近な生活道路での安全・安心な道づくりや公共交通の充実、

防災まちづくりにより、くらしやすさと活力を高める地区づくりをすすめます。     
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（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①地区の特徴である丘の地形を活かしながら、安全で良好な居住環境の維持・保全 

・低層住宅を中心とした良好な居住環境は、今後とも周辺との調和をはかりながら維持・保全しま

す。 

・安全で良好な居住環境の維持・保全にむけ、住民主体のまちづくりのルール等を検討します。 

・建物の混在化を避け、周辺環境と調和した居住環境の維持をはかります。 

・基盤整備が遅れている住宅地では、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない等、居住環境

の改善をはかります。 

・善行団地等では、超高齢社会に対応した充実や建物更新を誘導します。 

②善行駅周辺における、地区のくらしを支える拠点充実 

・地区住民の身近な生活を支えるため、駅前商業地の活性化や生活サービス機能の充実をはかりま

す。 

③農業生産の場となる農地保全と、集落環境の充実 

・市街化調整区域は、市の中心的な農業生産の場として位置づけ、農業・農地への需要の高まりや

多様な農業形態と連携しながら、耕作放棄地や荒廃地等の削減を促進します。 

・集落地の生活の安全性や快適性の向上のため、居住環境の整備をすすめます。 

④工業系市街地における産業機能の維持充実 

・工業市街地では、良好な操業環境と産業集積の維持・向上をはかります。 

 

交通 

①地区間連携を支える交通ネットワークの形成 

・交通ネットワークの形成にむけ、藤沢石川線の整備を推進します。 

・・・・都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路のののの見直見直見直見直しをしをしをしを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

②善行地区における、安心して利用できる道路空間の改善 

・誰もがアクセスしやすい道路空間の維持・保全をすすめます。 

③安心して、移動しやすい交通環境の整備 

・高齢者をはじめ、移動することが困難な人でも安心して移動できるよう、身近な公共交通サービ

スの充実・維持をはかります。 

 

水・緑 

①石川丸山緑地や引地川を中心とした緑の拠点づくり 

・引地川親水公園、引地川緑道、引地川特別緑地保全地区等とあわせ、引地川周辺に残る農地等の

保全につとめます。 

・石川丸山緑地では都市緑地や特別緑地保全地区等の指定をはかり、ビオトープによるビオトープによるビオトープによるビオトープによる緑の拠点形

成をめざします。 

②斜面緑地の維持・保全 

・地区の特徴である傾斜地山林の維持・保全とあわせて、市民との協働のもとに適切な管理につい

ても取組をはかります。 

③都市公園の整備充実 

・未整備となっている都市計画公園では、見直しを検討し整備を推進します。 

④市民の憩いの場となる公園・広場空間の整備 

・斜面地においても、市民の憩いの場として、また災害時の一時避難場所として、公園や広場の充

実をはかるとともに、公園用地の確保策を検討します。 

コメントコメントコメントコメント [042]: 事業の完了 

コメントコメントコメントコメント [043]: 拠点形成はビオトープ以

外にもあるため 
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景観・防災・都市づくり等 

①丘を活かした街なみ、まちづくり 

・地区の特徴である、傾斜地山林を背景とした住宅地の緑の景観を維持していくため、傾斜地山林

の保全をはかるだけでなく、傾斜地では、眺めを楽しめる道路や広場の整備を行い、丘を楽しめ

るまちづくりをめざします。 

②河川における安心・安全の向上 

・白旗川の治水対策を推進するとともに、下水道整備等等等等による浸水対策を推進します。 

・崖崩れの危険箇所の対策を推進します。  

コメントコメントコメントコメント [044]: 浸水対策として、緑地の確

保や道路整備等があるため 
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９ 六会地区 

（１）現況 

六会地区は昭和１７年に藤沢市に合併し、昭和４０年代に土地区画整理事業が行われて以降、住

宅地として発展を始めました。現在では、自然的環境に恵まれた緑豊かな居住環境を形成していま

す。引地川、境川、谷戸、湿地、農地等の多くの自然が美しい景観をつくり出しており、地区の特

徴となっています。 

地区南部は市街化調整区域に指定され、引地川と境川を結ぶ緑の帯を形成しています。耕地面積

が広く、市の中心的な農業生産の場となっていますが、徐々に緑が減少してきています。 

土地区画整理事業が行われた地区以外で、亀井野二本松線の整備が進んでおらず、地区内の道路

網として機能が十分でない状況です。また、六会日大前駅周辺の地区中心部では、踏切や道路を歩

行者や自転車、自動車等が錯綜し、安心して通行できない状況です。北東部では狭隘道路が多く、

また宅地開発等による行き止まり道路が増えています。 

公共交通は、ミニバスの導入による改善もみられますが、六会日大前駅を中心とした地区の中心

部へ移動する手段が不十分な地域が残されています。 

地区内には、日本大学をはじめとする文教施設が多く存しています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■六会日大前駅周辺を、地域の中心拠点として、地区の活力を創出し、地区住民のくらしやすさを

高めることが必要です。駅や市民センター等公共施設の周辺は、歩道や踏切等の歩行者への対応

が十分でないため、超高齢社会におけるにおけるにおけるにおける（を見据えた）安全な道づくりが求められています。 

■狭隘道路が多い地域や、開発による行き止まり道路が増えている地域では、地区住民がより安心

して生活できるよう、改善にむけて取り組み、より安全なものとし、災害に強いまちづくりが必

要です。 

■地区が東西に広く、小田急線と引地川によって分断されている状況です。東西間の移動の利便性

を高めるため、地区内の重要なネットワーク手段である亀井野二本松線の整備促進をはかるとと

もに、南部や東部では六会日大前駅へアクセス性の向上が必要です。 

■■■■地区西部地区西部地区西部地区西部におけるにおけるにおけるにおける公共交通公共交通公共交通公共交通のののの充実充実充実充実がががが求求求求められていますめられていますめられていますめられています。。。。    

■市街化区域内の農地は、土地利用転換しやすいことから、今後、生産緑地制度の維持・活用や良

好な市街地環境のあり方等の検討が必要です。また、市街化調整区域の農地は市の中心的な生産

の場として、将来にわたって維持保全が必要です。 

■市街化調整区域に設置されたたたたる大規模直売施設は市の農業振興の拠点として位置づけられてお

り、都市と農業との交流の場として維持・活用するとともに周辺農地を今後とも保全することが

必要です。 

■境川、引地川にはさまれた六会地区では、河川沿いの斜面樹林や河川敷の緑を維持保全するとと

もに、水と緑のネットワーク形成にむけた取組が必要です。 

 

（３）地区の将来像 

素的なふるさと 六会 

 

地区内に立地する大学や高校等文教施設との協働のもと、恵まれた豊かな自然環境を活かし、誰

もが安心して住むことのできる地区をめざします。 

住民の身近なくらしを支えるため、六会日大前駅周辺を地区の中心として、生活サービス機能を

充実するとともに、地区東西の移動の利便性や駅へのアクセス性を高め、 多くの人が移動しやす

く、くらしやすい環境づくりに取り組みます。 

コメントコメントコメントコメント [045]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [046]: 交通不便地域における課

題の明確化 

コメントコメントコメントコメント [047]: 時点修正 
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超高齢社会におけるにおけるにおけるにおけるを見据え、災害に強い道づくりに取り組み、安全・安心して生活できる環境

づくりをめざします。 

地区南部に広がる農地や、境川、引地川沿いの斜面樹林等の自然を、地区の貴重な資源として将

来にわたって維持保全し、大規模直売施設を活用しながら農業振興をはかります。  

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①六会日大前駅周辺部の、地区のくらしを支える中心地としての充実 

・六会日大前駅周辺を地区中心として、駅前商店街の活性化や生活サービス機能の充実をはかりま

す。 

②安全・安心な住宅地として、居住環境の維持・改善 

・災害時や緊急時に備えるため、狭隘道路の解消や行き止まり道路を増やさない、ブロック塀の改改改改

修修修修生垣化生垣化生垣化生垣化をすすめる等、安全・安心な居住環境をはかります。 

・基盤整備を終えた地区では、良好な居住環境の維持につとめます。 

・地区東部に多く残る未利用地では、土地利用の方向性について検討します。 

・北部第二土地区画整理事業が施行済の地域では、隣接する工業地と共存する市街地を維持します。 

③市街化調整区域における、農地の維持・保全と生活環境の維持・改善 

・市街化調整区域の農地は、本市の貴重な農業基盤として、また、河川緑地や斜面緑地とともに緑

の帯を形成する美しい景観資源として、将来にわたり維持・保全をはかります。 

・遊休地となった農地は、市民農園や農業体験農園等交流の場としての有効活用を検討します。 

・大型農産物直売施設設置による地域農業の向上や都市住民との交流等を考慮した総合的な農業基

盤整備の維持充実をはかります。 

・生活の安全性や快適性の向上のため、居住環境の整備を推進します。 

 

交通 

①地区内の連絡を強化する道路網の充実 

・地区内外の交流や移動を支えるとともに、鉄道をはさんだ東西をつなぐ道路網の充実にむけ、善

行長後線の整備を引き続き推進するとともに、亀井野二本松線等の整備を検討します。 

・・・・都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路のののの見直見直見直見直しをしをしをしを推進推進推進推進しますしますしますします。。。。    

②生活の利便性を確保し、安全・安心な交通環境の改善 

・地区拠点の周辺では、歩道の整備や段差解消といったバリアフリー化をはじめ、踏切の安全対策

の検討等、歩行者が安心して移動できる安全な道づくりをすすめます。 

・てんじんミニバスの運行の維持をはかります。さらに地区内の移動の利便性を高めるための身近身近身近身近

なななな公共交通公共交通公共交通公共交通サービスのサービスのサービスのサービスの充実充実充実充実をめざしますをめざしますをめざしますをめざします。。。。交通手段交通手段交通手段交通手段をををを必要必要必要必要にににに応応応応じてじてじてじて検討検討検討検討しますしますしますします。。。。    

・・・・相鉄相鉄相鉄相鉄いずみいずみいずみいずみ野線野線野線野線のののの延伸延伸延伸延伸にににに取取取取りりりり組組組組むとともにむとともにむとともにむとともに、、、、延伸延伸延伸延伸にににに伴伴伴伴うううう新新新新たなたなたなたな駅駅駅駅のののの設置設置設置設置にあわせてにあわせてにあわせてにあわせて、、、、既存既存既存既存バスバスバスバス路路路路

線線線線のののの再編再編再編再編などなどなどなど、、、、交通利便性交通利便性交通利便性交通利便性のののの向上向上向上向上をめざしますをめざしますをめざしますをめざします。。。。    

 

水・緑 

①引地川・境川や農地を中心とした緑の維持・保全 

・河川沿いの斜面樹林や河川敷の緑は、市街化調整区域の農地とともに、六会らしい自然景観をつ

くる水と緑の軸として一体的な維持・保全につとめます。 

・引地川緑道や境川を中心に、六会の自然を満喫できる広域的なレクリエーションネットワークづ

くりをめざします。 

コメントコメントコメントコメント [048]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [049]: 生け垣化に拘らすに危険

ブロック塀の解消を進めるため 

コメントコメントコメントコメント [050]: 事業完了 

コメントコメントコメントコメント [051]: 事業の時点修正。（検討か

ら実証運行） 

コメントコメントコメントコメント [052]: 新駅設置に向けた取組の

追加 
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・斜面緑地は、貴重な自然資源・景観資源として、特別緑地保全地区の指定や市民等の保全活動等

により維持・保全につとめます。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の維持・充実 

・都市公園は、住民主体による公園の維持管理を促進するとともに、公園の利用形態の変化に対応

した使いやすい公園・広場づくりを検討します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①文化にふれあうまちづくりの検討 

・大学や高校が立地する地区の特性を十分に活かし、地域、大学、市が連携した文教地区にふさわ

しいまちづくりについて検討します。 

②②②②市市市市民民民民センターをセンターをセンターをセンターを核核核核としたとしたとしたとした地区中心地区中心地区中心地区中心のありのありのありのあり方方方方のののの検討検討検討検討    

・・・・六会市民六会市民六会市民六会市民センターをセンターをセンターをセンターを建替建替建替建替えるえるえるえる際際際際にはにはにはには、、、、周辺周辺周辺周辺のまちづくりとのまちづくりとのまちづくりとのまちづくりと連携連携連携連携しししし、、、、市民市民市民市民センターのセンターのセンターのセンターの機能機能機能機能をををを活活活活かしかしかしかし

たコミュニティたコミュニティたコミュニティたコミュニティ拠点拠点拠点拠点づくりをづくりをづくりをづくりを検討検討検討検討しますしますしますします。。。。    

② ③③③③安心・安全の向上にむけた総合治水の推進 

・境川、引地川の治水対策の促進及び一色川の治水対策の推進とともに、下水道整備等による浸水

対策を推進します。 

  

コメントコメントコメントコメント [053]: 事業完了 
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１０ 湘南台地区 

（１）現況 

湘南台地区は昭和１７年に合併した旧六会村の北部域にあたり、昭和３０年頃までは水田と畑、

斜面林等といった農村でした。 

高度成長期に入り、平坦な地形や地盤条件等からいすゞ自動車等の進出が相次いだことから、本市

では職住一体のバランスのとれた総合的な地域開発にむけ「北部工業開発計画」を策定し、昭和３

０年代後半から土地区画整理事業や湘南台駅開設等の都市整備を計画的にすすめ、駅を核とした良

好な市街地が形成されています。引地川、境川沿いの一部を除き、地区の概ねにおいて面整備を行

い、住宅地や産業地が創出されました。 

平成１１年には、湘南台駅に横浜市高速鉄道１号線や相鉄相鉄相鉄相鉄相模鉄道いずみ野線が延伸し、鉄道３

線が結節するほか、ツインライナー（連節バス）が発着する等交通ターミナルとして充実しており、

居住者のほか、就業者、学生等駅を利用し訪れる人が非常に多くなっています。 

湘南台地区は市民センターの開設とともに平成元年に誕生した新しい地区ですが、本市北部の拠

点として、商業・業務・サービス機能が集積するほか、湘南台文化センターや総合市民図書館等市

の核となる文化施設が立地し、くらしやすく、利便性が高い地区となっています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■湘南台駅は鉄道３線の交通結節点として、居住者をはじめ就業者、学生等延べ約１６６６６５万人の乗

降客の利用があるのに対し、駅周辺での賑わいが欠けています。乗換が行われる地下から地上へ

回遊したくなる商業・サービス機能の集積や都市空間の形成等、都市拠点にふさわしい魅力と仕

掛けが求められています。 

■公共交通が非常に充実しているという特性を、超高齢社会、低炭素社会において、今後も地区の

強みとして十分に活用でき、また活力となることが重要となってきます。そのためには、湘南台

駅を中心に、多くの人が安心してアクセスできるような交通環境の形成とともに、相鉄いずみ野

線延伸が期待されます。 

■西側の工業団地は、地区及び市全体の活力創出の一翼を担っている地域であり、今後も工業地と

して維持するためにも、操業環境の充実・向上にむけた取組が必要です。 

■地区の骨格として南北方向に流れる引地川と境川の間に住宅地や商業地等の市街地が挟まれて

います。自然環境の保全・活用とともに、都市空間と一体となった回遊性を持たせ、市民等が楽

しむとともに、本市北部への観光・交流の契機となることが期待されます。 

■就業者や大学生等多くの若い世代が地区を訪れ、交流することが持続していくことは、持続的な

都市活力の創出、都市空間形成において、貴重な資源であり財産です。今後のまちづくりにおい

て、どのように活用するか検討が求められます。 

■今田遊水地や下土棚遊水地の整備後には、平常時の上部利活用が期待されます。 

 

 

（３）地区の将来像 

川と緑に囲まれ、豊かな居住環境あふれる文化創造のまちを育て、みんなで創るまち湘南台 

 

計画的に整備された市街地の中、地区の骨格である境川・引地川と湘南台駅を中心に地区全体の

水と緑のネットワークを形成し、地区東西の一体感や都市的空間と自然的空間の連携・融合のもと、

活力、やすらぎ、文化があふれる地区をめざします。 

コメントコメントコメントコメント [054]: 名称の統一（神奈川県鉄道

地図より） 

コメントコメントコメントコメント [055]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [056]: 総合指針に合わせた修正 
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都市拠点である湘南台駅周辺を中心に地区全体のくらしやすさを高めるとともに、交通ターミナ

ル機能や、文化・交流機能を活かした質の高い都市空間形成をすすめることで、地区の活力創出を

めざします。 

良好な街なみの維持・創出や様々な住民の主体的な取組とともに、地区でくらし、交流する大学・

事業所等とも連携しながら、地区の持つ文化・特性の充実・活用により、街の成熟化をはかります。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①湘南台駅周辺におけるにぎわいと文化が集積し、魅力のある都市拠点形成の推進 

・地区のくらしや北部工業団地や大学等を訪れる来街者の交流を支えるとともに、駅利用者が回遊

したくなる商業サービス、文化、交流機能等の充実・更新とあわせ、地下空間の活用等を促進し

ます。 

・多世代に使いやすい交通ターミナル機能を充実します。 

・文化・交流拠点にふさわしい都市空間、街なみの形成を検討します。 

②街の成熟化に合わせた、安心して快適にくらし続けられる住宅地づくり 

・土地区画整理事業により整備された住宅地では、良好な居住環境を維持・保全します。 

・市街地整備が遅れている地区では、生活道路の改良等居住環境の改善につとめます。 

・良好な居住環境の維持･改善にむけ、住民主体のまちづくりのルール等を検討します。 

③工業系産業機能の維持・充実の促進 

・北部工業団地では、産業振興策と連携しつつ、工業系産業機能の維持・充実を促進します。 

 

交通 

①安全で快適に移動できる交通環境づくり 

・交通利便性の向上や事故防止、渋滞解消にむけ、公共交通の強化や道路整備、交通管理、横浜市

域との円滑な連携にむけた検討等、総合的な交通対策を推進します。 

・湘南台駅周辺を中心に歩行者や自転車等が、安全で快適にアクセスできる環境形成の検討をすす

めます。 

・湘南台駅周辺から引地川緑道や境川サイクリングロード等へ、楽しみながら快適に回遊できるネ

ットワークを検討します。 

②幹線道路の交通混雑を軽減する道路整備の推進 

・国道 467 号や高倉遠藤線等の幹線道路の交通混雑を軽減し、地区内の円滑な交通環境づくりにつ

ながる未整備の都市計画道路の整備を推進します。 

③相鉄いずみ野線の延伸促進 

・健康と文化の森、さらには東海道新幹線新駅との連携を視野に、湘南台駅の広域交通網の結節性

の向上にむけ、湘南台駅から西側への相鉄いずみ野線の延伸を促進します。 

 

水・緑 

①引地川・境川を軸とした水と緑のネットワークづくり 

・引地川や境川を中心に、斜面緑地の保全や市街地内の緑化等をすすめ、水と緑のネットワークの

維持・充実をはかります。 

・今田遊水地は、防災機能とともに、平常時における市民の憩いの場として、また自然学習の場と

して整備を促進します。 

②地区の身近な憩い・交流の場として公園・広場の充実 
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・住民主体による公園の維持管理を促進するとともに、明るく見通しの良い公園・広場の充実につ

とめます。 

・引地川緑道の北側への延伸をめざした計画を検討します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①湘南台駅周辺における魅力的な都市空間形成の促進 

・湘南台駅周辺のまちづくりとの連携をはかりながら、文化・交流拠点にふさわしい景観形成をは

かります 

②今田遊水地と下土棚遊水地の整備促進 

・水害からくらしを守るとともに自然とふれあうことができる水辺として、今田遊水地や下土棚遊

水地の整備を促進します。  
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１１ 長後地区 

（１）現況 

大山街道（旧横浜伊勢原線）と滝山街道（旧藤沢町田線）が交差する、交通の要衝・宿場町とし

て江戸時代から店や宿が立ち並び、周辺の農村の中心として栄えていました。昭和４年に小田急江

ノ島線の開業に伴い長後駅が設置されており、昭和３０年の藤沢市への編入以降も市北部の中心を

担っていましたが、現在では、交通ターミナル、都市拠点として整備した湘南台駅周辺へと市北部

の中心が移っています。 

利便性の高さから自然発生的に宅地化しておりますが、住宅地と農地が混在し、比較的ゆとりが

ある市街地が形成されています。一方で、地区の骨格的な道路の不足、生活道路の狭隘・行き止ま

りといった都市基盤整備が不十分でもあります。 

地区内には営農意欲が高い農家が多く、地区内を流れる境川、引地川沿いを中心とした市街化調整

区域のみならず、市街化区域内にも農地が広がっており、生産の場であるとともに、良好な自然的

環境として維持されています。 

長後駅には、隣接地区や隣接市へアクセスするバスの発着が多く、市を超えた多くの住民、通学・

通勤者が利用する交通結節点として、またゲート機能としての役割を果たしています。しかしなが

ら、西口駅前広場の処理能力を超えた交通需要や、駅の東西を結ぶ道路基盤整備の不足による道路

渋滞が課題となっています。また、駅周辺の商店街では、通過交通が多く歩道空間が十分に確保さ

れておらず、安心して買い物がしにくい環境となっており、空き店舗の増加等、年々集客力が低下

してきています。東口駅前の一部では、土地区画整理事業を終え、今後新たな土地利用、まちづく

りが期待されています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■長後駅周辺では駅目的交通や通過交通の集中・輻湊により、慢性的な交通渋滞となっており、都

市計画道路の整備や交通網の見直しも含めて道路基盤整備の不足を解消する取組が必要となっ

ています。 

■長後駅は周辺地区や隣接市等の広域からのポテンシャルが高く、多くの駅利用者がいるのにもか

かわらず、商店街を含め長後駅周辺では活力が停滞傾向となっています。地区の中心として、住

民のくらしやすさを高めるとともに、活力創出が必要です。長後駅西口では、特に綾瀬市へと連

携するバス利用者が乗降する西口ターミナルの役割は大きく、この交流・集客を活用することが

期待されます。また、長後駅東口では、土地区画整理事業により都市基盤、街区を十分に活かし

た活力創出が求められています。 

■住宅地の多くは、開発や自然発生的な宅地化がすすみ、都市基盤整備が十分ではない地域もあり、

防災上の課題を抱えています。狭隘道路や行き止まり道路の解消による生活環境の充実等が求め

られています。 

■農業生産活動が活発な区域であり、市街化区域内の農地では、今後、生産緑地制度の維持・活用

や良好な市街地環境のあり方等の検討が必要です。また、市街化調整区域の農地は市の中心的な

生産の場として、将来にわたって維持保全が必要です。 

 

（３）地区の将来像 

さぁつくろう！まちの輪・ひとの和・みどりの環 

 

長後駅周辺では、これまで地区を育んだ歴史・文化を継承しながら、地区の中心として、また近

隣市等のターミナルとして充実をすすめ、住民のくらしやすさとともに賑わいと活気を取り戻しま

す。 
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緑に囲まれゆとりのある住宅地では、安心してこれからもくらし続けることができる居住環境の

維持・充実をめざします。 

地区の骨格をなす河川や農地・緑地等自然的環境を維持・保全し、歴史と自然、活力があふれる

一体的なつながりのある地区づくりをすすめます。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①長後駅周辺におけるにぎわい機能の充実 

・長後駅周辺における回遊性やにぎわいを育む商業地を形成するため、商業サービス機能の充実と

地域との連携をはかります。 

・長後駅西口ではにぎわい形成にむけ、道路整備とあわせて街区整備、機能集積等一体となったま

ちづくりを推進します。 

・長後駅東口では、土地区画整理事業区域を中心に、駅前にふさわしい機能、建物誘導をはかりま

す。 

②居住環境の維持・改善の促進 

・土地区画整理事業区域等の計画的に整備された低層住宅地では、良好な居住環境の維持・充実と

ともに、住民主体のまちづくりルール等を検討します。 

・新旧の住宅が混在・密集する地区では、狭あい道路の解消や行き止まり道路を増やさないように

つとめます。 

・避難地となる公園の整備・確保等の安全・安心な居住環境の改善や、周辺環境と調和した適正な

土地利用にむけ、地域の実情に合わせながらまちづくりのルール等を検討します。 

・未利用地における無秩序な開発防止や生活道路網の確保等を誘導します。 

③良好な営農環境の維持・保全と集落地との共存 

・市街地を取り囲む市街化調整区域の農地は、藤沢市の貴重な農業基盤として、また、河川緑地や

斜面緑地とともに地区の骨格をなす緑空間として、農業振興策との連携をはかりつつ、今後とも

維持・保全します。 

・集落地では、居住環境の安全性・快適性向上のため、住民発意による生活環境改善をはかります。 

・幹線道路沿道等では、市街化調整区域として周辺環境と調和した土地利用誘導を検討します。 

 

交通 

①道路網の見直し・整備の推進 

・長後駅周辺に集中する交通混雑の緩和と安全・安心な交通環境を確保するため、駅周辺の道路網

について、都市計画道路の変更を含め、見直しをすすめます。 

・地区内外をつなぐ道路網の形成や通過交通の分散化をはかるため、高倉下長後線等の都市計画道

路の整備を推進します。 

②交通ターミナルとしての機能強化の促進 

・鉄道とバス間の乗り換え・連携強化を促進するため、適正規模である駅前広場の整備をユニバー

サルデザインに配慮しながら検討します。 

③公共交通機能の維持・充実 

・市内各地区や隣接市と連携するバス交通の円滑な運行にむけ、バス網の維持・充実を促進します。 

・身近な公共交通サービスの維持・充実につとめ、自家用車に依拠しない交通環境の形成をはかり

ます。 

④安心して回遊できる歩行・自転車空間の充実 
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・長後駅や商店街、市民センター等を中心に、安心して利用できる歩行空間の確保とバリアフリー

化をはじめとした交通安全対策等をすすめます。 

・歩行者専用道、自転車道を活用しながら、地区内外へと楽しみながら回遊できるネットワークを

充実します。 

 

水・緑 

①引地川・境川を軸とした環境づくりの推進 

・引地川と境川では、河川沿いの農地や斜面林と一体となった形で、地区の水と緑の骨格として維

持につとめます。 

・県が整備をすすめる下土棚遊水地では、上部利用等市民とともにレクリエーションの場づくりを

促進します。 

・引地川緑道や境川サイクリングロード等を活用して、地区内に存在する憩いの森や公園、農園を

つなぐ田園環境、河川等を楽しめるレクリエーションネットワークづくりをはかります。 

・引地川緑道の整備を推進します。 

②田園環境の維持・活性化の促進 

・市街化調整区域では農地の維持・活性化とともに、良好な営農環境の維持を促進します。 

・直売所等、農による交流・活力の場づくりを継続してすすめます。 

③身近な憩い・交流空間の充実 

・住民に身近な交流空間となる緑の広場や憩いの森等の確保につとめるとともに、住民主体による

維持管理活動を促進します。 

・市街地内にある農地や平地林は、防災、レクリエーション上の貴重な空間として維持するととも

に、交流空間としての活用を促進します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①長後駅西口周辺地区における一体的なまちづくりの検討・推進 

・長後駅西口周辺の道路網見直しとあわせて、市街地環境の改善及び長後駅周辺の利便性の向上、

拠点機能の充実にむけ、一体的なまちづくりについて検討します。 

②引地川・境川における総合治水の推進 

・水害からくらしを守るとともに自然とふれあうことができる水辺として、下土棚遊水地の整備を

促進します。 

③長後の歴史がかおる街なみづくりの検討 

・長後駅を中心に、大山街道と滝山街道の交差する交通の要衝・宿場町からの歴史を踏まえた、魅

力的な街なみづくりについて検討します。  
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１２ 遠藤地区 

（１）現況 

遠藤地区は、台地と谷戸によって構成される地区です。台地上の北東部から南東部には、中世の

頃から発達した集落が数多くあり、小出川を中心に形成された谷戸部では、地形を利用して農業を

中心にまちを形成してきました。 

昭和３０年に小出村のうち、遠藤地区を藤沢市に合併編入して以降、地区東部の「北部工業開発

計画」や南部の「西部開発事業」により、大規模な工場立地と良好な住宅地が整備されました。 

現在も菖蒲沢境や北部第二（三）地区の土地区画整理事業がすすめられているほか、市街化調整

区域内の遠藤打越地区でも土地区画整理事業が行われましたましたましたました。。。。ています。 

一方で、地区西北部では、農業地域として農業基盤整備を中心としたまちづくりがすすめられて

きた結果、多くの自然が残されています。 

地区のまちづくりは昭和６０年代に入り、西部の農業地域に「健康と文化の森」構想が展開され

たことを機に大きな変化をとげました。「文化の森」には慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスが中核

施設として開校しているほか、「健康の森」には看護医療学部やインキュベーション施設が設置さ

れるととともにるととともにるととともにるととともに、今後、医療機能等の早期整備がすすめすすめすすめすすめらららられていますれていますれていますれています。。。。望まれます。遠藤打越地区

では地区計画を活用して、土地区画整理事業を行う等とともにとともにとともにとともに、、、、健康健康健康健康とととと文化文化文化文化のののの森周辺森周辺森周辺森周辺においてにおいてにおいてにおいて、、、、計計計計

画的市街地整備画的市街地整備画的市街地整備画的市街地整備のののの検討検討検討検討をををを行行行行いいいい、大学と一体となったまちづくりをすすめています。 

遠藤地区を含む本市西北部の周辺周辺周辺周辺内外では、東海道新幹線の新駅設置をはじめ、それを中心とす

る「環境共生モデル都市」、東名高速道路（仮）綾瀬スマートインターチェンジ設置等、広域的な

事業が進展しています。 

 

（２）都市づくり上の課題 

■市街化調整区域内では、集落環境の改善が求められています。 

■「健康の森」では、良好な景観を有する谷戸環境を維持保全しながら、活用にむけた検討をすす

め、文化の森とともに都市拠点として活力創出への取組が必要となっています。 

■市街化調整区域では、相鉄いずみ野線の新駅構想等とあわせて、周辺農地の都市的土地利用への

転換が求められています。今後、周辺の自然環境との調和をはかりながら計画的な誘導を行う必

要があります。 

■高齢化がすすむ中、農地では後継者不足等により、耕作放棄地や荒廃地が増えており、土地利用

の観点から対策が求められています。 

■市街化区域内に残る公共交通不便地域では、地区の移動の利便性が求められており、解消にむけ

た取組が必要となっています。 

■東海道新幹線新駅や東名高速道路（仮）綾瀬スマートインターチェンジ設置等の広域計画が進展

しており、それらと連携する広い視野からのまちづくりが必要となっています。健康と文化の森

を中心として、相鉄いずみ野線延伸や南北軸の新交通システムの導入により、広域的視点や地区

の視点からの移動の利便性の向上が求められています。 

■地区内の安全性確保のため、浸水対策が求められています。 

 

（３）地区の将来像 

新たな時代を拓く「健康と文化の森」を創造し“人と自然がいきづくまち”夢のあるまち遠藤

をめざします。 

 

コメントコメントコメントコメント [057]: 市街化編入したため 

コメントコメントコメントコメント [058]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [059]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [060]: 第 7 回線引き見直しによ

る追加 

コメントコメントコメントコメント [061]: 修正 

コメントコメントコメントコメント [062]: 時点修正 

コメントコメントコメントコメント [063]: 小出川の浸水対策に合わ

せた追加 
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「健康と文化の森」を中心とした新たな都市環境を形成し、魅力あるまちの創造を目標に、周辺都

市や地域との連携を強化し、まちのにぎわいと活気を高めるための公共交通導入の実現をめざしま

す。 

市の三大谷戸の一つである遠藤笹窪谷（谷戸）をはじめ、里山や田園の美しい風景や豊かな自然

環境は、まちの共有財産として、将来にわたって維持・保全をはかるとともに、地域の様々な資源

を活かした観光の充実により、多くの人々が訪れるまちをめざします。 

あわせて、耕作放棄地や荒廃地への対策や営農環境の充実等をはかり、地域の人々が豊かにくら

せる、ゆとりと潤いのある生活環境の実現をはかります。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①「文化の森」における教育・学術・研究機能の充実 

・慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスを中心に、産・学・公連携による新たな産業創出や高度教育・

研究機能を発揮できる環境整備を誘導します。 

・大学に隣接する北側の地域では、学生等の居住施設やサービス施設等を誘導し、地域と大学との

交流機能を創出します。 

②豊かな自然環境と融合した「健康の森」の創出 

・「健康の森」では、自然環境の保全をはかりながら、都市機能の導入にむけた利活用の方向性の

検討及び整備促進をはかります。 

・健康医療施設等、地域の活力増進機能を備えた施設の立地誘導をはかります。 

③生産性向上にむけた農地の保全・活性化と、生産基盤整備 

・まとまった農地は食糧生産の場として維持するとともに、農業・農地への需要の高まりや多様な

農業形態と連携しながら、耕作放棄地や荒廃地等の削減を促進します。 

・幹線道路沿道の限定部分において、景観や周辺環境と調和した計画的な土地利用誘導を検討しま

す。 

④営農・集落環境の維持と、生活関連施設の整備による、生活環境の向上 

・狭隘道路の解消や生活道路や下水道整備を中心とした生活排水処理施設の整備、公園の整備等、

生活環境の向上をはかります。 

・集落環境の改善が必要な地区では、生活の安全性・快適性の向上について検討します。 

⑤身近な生活を支える都市サービス機能集積による地区中心拠点の形成 

・「健康と文化の森」東側の区域は、交通の利便性を活かし、キャンパス支援施設や研究所等の立

地促進とともに、地域生活を支える都市サービス機能の集積をはかります。 

⑥既成市街地における、良好な生産環境や居住環境の形成 

・市街化区域にある工業地においては、良好な操業環境の維持・保全をはかります。 

・既成市街地にある工業・住宅混在地においては、居住環境に配慮しながら、良好な生産環境を保

全し、その機能の維持・強化につとめます。 

・菖蒲沢境地域は、ゆとりある良好な低層住宅地としての環境を維持、保全します。 

 

交通 

①広域的な交通拠点と連携する交通ネットワークの形成 

・東海道新幹線新駅や東名高速道路（仮）綾瀬スマートスマートスマートスマートインターチェンジ等の広域的な交通拠点と、

地区内を結ぶ交通ネットワークの整備を周辺環境に配慮しながらすすめ、広域交通へのアクセス

利便性の向上をはかります。 
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・市北部における東西方向の利便性強化のため、湘南台駅から健康と文化の森を通り、倉見倉見倉見倉見（（（（寒川寒川寒川寒川

町町町町））））ツインシティツインシティツインシティツインシティ方面へむけた相鉄いずみ野線の延伸を促進します。 

・本市西部における南北方向の新たな交通システム導入について研究します。 

②地域内の連絡を強化する道路網の形成 

・地区内と周辺地区との連絡強化のため、（仮）遠藤葛原線等、地区内外を結ぶ道路網の整備につ

いて検討します。 

・生活道路ネットワークや集落内における安心して歩ける道路環境の向上につとめます。 

③公共交通の利便性向上 

・地区内におけるバス網の維持・充実をはかります。 

・相鉄相鉄相鉄相鉄いずみいずみいずみいずみ野線野線野線野線のののの延伸延伸延伸延伸にににに伴伴伴伴うううう新新新新たなたなたなたな駅駅駅駅のののの設置設置設置設置にあわせてにあわせてにあわせてにあわせて、、、、既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線のののの再編再編再編再編などなどなどなど、、、、交通利便性交通利便性交通利便性交通利便性

のののの向上向上向上向上をめざしますをめざしますをめざしますをめざします。。。。 

 

水・緑 

①河川や緑等の景観保全を目的とした「水と緑のベルトゾーン」の形成 

・少年の森から健康と文化の森、そして小出川とその沿道、茅ヶ崎市の田園地域へのつながり等の

地区内外を連携する「水と緑のベルトゾーン」として、市民活動や地域資源を活かしながら、ふ

るさとの心の豊かさを感じるゆとりある空間を形成します。 

・市の三大谷戸の一つである遠藤笹窪谷（谷戸）の豊かな自然を、保全・活用します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①「健康と文化の森」を中心とした質の高い拠点空間の形成 

・健康と文化の森周辺は、相鉄いずみ野線の延伸の実現にあわせ、新駅周辺の新たな都市機能の集

積とともに、周辺環境と調和した都市空間・景観形成をめざします。    

②豊かな自然景観の維持・保全 

・地区内の農地や山林を中心としたのどかな田園景観や、地区から見た周辺の眺望景観を維持・保

全します。 

③河川における安心・安全の向上 

・浸水被害の軽減にむけ、小出川の治水対策を促進するとともにするとともにするとともにするとともに、、、、小出川流域小出川流域小出川流域小出川流域のののの浸水対策浸水対策浸水対策浸水対策をををを推進推進推進推進し

ます。  

コメントコメントコメントコメント [064]: 交通政策審議会の答申に

合わせた修正。 

コメントコメントコメントコメント [065]: いずみ野線の延伸に合わ

せた取組 

コメントコメントコメントコメント [066]: 調整池対策 
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１３ 御所見地区 

（１）現況 

市の北西部に位置し、綾瀬市や海老名市、寒川町、茅ヶ崎市と隣接しています。御所見地区を含

め周辺に市街化調整区域が広がっており、その中心部に位置しています。 

御所見地区は、６村が明治２２年の市町村制により合併して「御所見村」となり、さらに昭和３

０年に藤沢市に合併・編入しました。 

１３地区のうち最も面積が大きく、地区北東部に相模野台地等の丘陵地帯と河岸につながる平坦

地、地区南部及び西部は相模川水系の小出川、目久尻川周辺の低地部により構成され、丘陵地を中

心に既存集落が形成されています。 

豊かな地勢と立地を活かした、野菜や植木、養豚等が中心の都市型農業が盛んであり、本市の農

業振興地域として農業基盤整備を中心にまちづくりがすすめられてきました。そのため、現在でも

多くの自然が残されています。 

昭和３０年代より本市がすすめた「北部工業開発計画」が御所見地区も部分的に変化をもたらし、

地区東側には工業系市街地や菖蒲沢等の住宅地が形成され、横浜伊勢原線南側では既存の地区中心

である住居系と工業系の市街地が飛び地で形成されています。また、市街化調整区域ではあります

が、生活道路や下水道等の都市基盤整備をすすめています。 

現在、本市では「農・工・住が共存する環境共生都市」をめざした西北部地域のまちづくりをす

すめており、御所見地区では、「御所見中心地区」と新産業の森の形成形成形成形成にににに向向向向けけけけ、、、、計画的市街地整備計画的市街地整備計画的市街地整備計画的市街地整備

のののの検討検討検討検討ををををすすめていますすすめていますすすめていますすすめています。。。。一部である「葛原地区」の２地区を特定保留区域に設定し、まちづくり

に取り組んでいます。 

また、地区及び周辺地域では、東海道線新幹線の新駅設置及びこれを核とした「環境共生モデル

都市｣構想や東名高速道路の（仮）綾瀬インターチェンジ設置促進等広域連携強化の具体的な取組

が展開されようとしております。 

御所見地区御所見地区御所見地区御所見地区をををを含含含含むむむむ本市西北部本市西北部本市西北部本市西北部のののの周辺周辺周辺周辺ではではではでは、、、、東海道新幹線東海道新幹線東海道新幹線東海道新幹線のののの新駅設置新駅設置新駅設置新駅設置をはじめをはじめをはじめをはじめ、、、、それをそれをそれをそれを中心中心中心中心とするとするとするとする

「「「「環境共生環境共生環境共生環境共生モデルモデルモデルモデル都市都市都市都市」、」、」、」、東名高速道路東名高速道路東名高速道路東名高速道路（（（（仮仮仮仮））））綾瀬綾瀬綾瀬綾瀬スマートインターチェンジスマートインターチェンジスマートインターチェンジスマートインターチェンジ設置等設置等設置等設置等、、、、広域的広域的広域的広域的なななな事事事事

業業業業がががが進展進展進展進展していますしていますしていますしています。。。。    

 

 

 

（２）都市づくり上の課題 

■超高齢社会を迎え、田園空間が多く広がる本地区では、公共交通の充実や身近な道路、下水道等

の生活環境の整備等、地区活力を維持し、身近なくらしやすさを高めていく取組が必要です。 

■現在すすめている「新産業の森｣等の西北部地域総合整備事業を、地区全体の活力へとつなげて

いくことが期待されています。特に、特定保留区域に設定された葛原地区、御所見中心地区での

市街化区域編入にむけた事業促進が求められています。 

■道路整備等により高まる開発圧力に対し、これらを活かした計画的な土地利用を検討するととも

に、豊かな自然環境を無秩序な開発から守り、良好な田園環境・風景を維持・保全するための取

組が必要です。また、まとまった樹林地についても、維持・保全にむけた取組が必要です。 

■農業に注目が高まる一方で、耕作放棄地・荒廃地は増加しています。御所見地区がめざす農業振

興・交流や北部観光の振興にむけた基盤整備、空間形成等が期待されています。 

■東海道新幹線の新駅や東名高速道路の（仮）綾瀬スマートスマートスマートスマートインターチェンジ設置等、御所見地区

周辺地域にある広域的な計画を活かした、広い視野からのまちづくりが望まれます。 

 

（３）地区の将来像 

コメントコメントコメントコメント [067]: 第６回線引き見直しが終

了し、第 7 回線引き見直しに時点修正 

コメントコメントコメントコメント [068]: 遠藤地区と文言統一 

コメントコメントコメントコメント [069]: 第６回線引き見直しが終

了したため 
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住んで、見て、歩いてわかるまちの良さ 

＝地域資源を活かし、北部新中心拠点を目指します＝ 

 

良好な田園環境の維持とくらしやすさの向上を目標に、東海道新幹線の新駅や東名高速道路の

（仮）綾瀬スマートスマートスマートスマートインターチェンジ等全国へとつながる広域交通の更なる連携向上を活かした活

気と活力のあるまちをめざします。 

御所見中心拠点周辺における市民のくらしを支え、くらしやすさを高める拠点づくりや、「新産

業の森」等の新たな産業基盤の整備を通じ、活力創出をすすめます。 

農業交流・振興への取組や農地保全、斜面林等の豊かな自然環境の維持・保全等、地域の活性化

とともに、ゆとりと潤いのある地区の形成をめざします。 

 

（４）まちづくりの基本方針 

土地利用 

①御所見中心拠点周辺における地域活力の交流を育む拠点形成 

・御所見中心拠点地区周辺では、一体的な拠点として、地域交流・活動機能、地域商業機能等の充

実をはかります。 

・御所見中心拠点地区では、生活基盤施設の充実やゆとりある住宅地の創出等地域の活力創出に資

する計画的な新新新新たなたなたなたなまちづくりを推進します。 

②新産業の森等の産業系土地利用の計画的誘導 

・（仮）綾瀬スマートスマートスマートスマートインターチェンジの整備を見据え、産業交流を導く新たな産業拠点として、

周辺環境と調和した効果的な施設緑化等により豊かな緑につつまれた「新産業の森」の形成をめ

ざします。 

・藤沢厚木線沿道では利便性の高い交通機能を活かし、環境、情報分野、既存工業の新たな分野へ

の展開等、研究開発施設等を段階的に立地誘導します。 

・葛原北側では基盤整備をすすめ流通・業務地等への転換をはかります。 

・幹線道路沿道では無秩序な土地利用を抑制しつつ、その一部については、景観や周辺環境と調和

した計画的な土地利用を誘導します。 

③既存住宅地の維持及び生活環境の向上 

・狭隘道路の解消や生活道路の拡幅や新設、下水道整備を中心とした生活排水処理施設の整備、公

園の整備等、生活環境の向上をはかります。 

・既存集落と介在農地を含む区域は、交換分合により介在農地の集約とともに、居住型業務地等の

創出をはかります。 

・幹線道路沿道では、農地、樹林地、集落地との共生をテーマに、良好な沿道環境を維持するため

に、景観や周辺環境と調和した計画的な土地利用のあり方について検討します。 

・市街化区域内の住宅地では、一般住宅地として店舗や事務所等と共存した良好な居住環境の形成

をはかります。  

④農地の保全及び農業振興・活性化の促進 

・まとまった農地を食糧等生産の場として維持するとともに、農業・農地への需要の高まりや多様

な農業形態と連携しながら、耕作放棄地や荒廃地等の削減を促進します。農道拡幅等生産基盤整

備により、生産性の向上をはかります。 

・地域振興や地産地消の促進にむけ、特色ある物産販売、農場でのレクリエーション機能等を有す

る「都市農村交流拠点」等交流の場づくりを促進します。 

⑤広域交通環境を活かした工業系市街地としての維持・充実 

コメントコメントコメントコメント [070]: 市街化編入しなかったた

め 
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・生産機能や研究開発機能等の維持及び立地誘導にむけ、主要幹線道路横浜伊勢原線、藤沢厚木線

等広域交通基盤を活かした、操業環境の維持・充実をはかります。 

・既成市街地の工業、住宅混在地においては、居住環境に配慮しつつ、良好な生産環境を保全し、

その機能の維持・強化につとめます。 

 

交通 

①地域交通との連携を強める道路交通ネットワーク形成の推進 

・東海道新幹線の新駅や東名高速道路の（仮）綾瀬スマートスマートスマートスマートインターチェンジ等全国交通へのアク

セスとなる広域交通拠点や都市間連携の形成にむけ、（仮）湘南台寒川線や横浜伊勢原線横浜伊勢原線横浜伊勢原線横浜伊勢原線のののの整備整備整備整備

及及及及びびびび丸子中山茅ヶ崎線の整備を促進促進促進促進検討検討検討検討します。 

・地区内各方面からの広域連携強化にむけ、（仮）遠藤葛原線等の地区内幹線道路ネットワーク形

成を検討します。 

②広域連携を強化し、交流振興や利便性向上に資する公共交通の維持・充実 

・本市北部における東西方向の公共交通軸として、湘南台駅から「健康と文化の森」や東海道新幹

線の新駅方面にむけた相鉄いずみ野線の延伸を促進します。 

・本市西部における南北方向の新たな交通システム導入について研究します。 

・地区内交通の維持をはかります。 

 

水・緑 

①水と緑のベルトゾーンの形成 

・小出川や打戻川を軸に神奈川県立茅ヶ崎里山公園から少年の森にかけて、また目久尻川を軸に用

田地区周辺にかけて、地区内外を連携する「水と緑のベルトゾーン」の形成をめざします。 

②まとまりのある樹林地の保全 

・用田の斜面地山林や葛原の平地にある樹林等、既存のまとまりのある樹林地については、環境や

景観、防災上の見地から保全につとめます。 

・新たに計画的な土地利用誘導をはかる地域では、樹林等の既存の緑地を中心に計画的な保全・創

出を誘導します。 

 

景観・防災・都市づくり等 

①「農・工・住が共存する環境共生都市」の実現にむけたまちづくり 

・「西北部地域総合整備マスタープラン」の実現にむけ、社会状況変化等に対応しながら、段階的

にまちづくりを推進します。 

・幹線道路沿道の一部等、無秩序な施設立地が想定される地区において、地域全体を見据えた中で

区域を限定し、市街化調整区域の性格の範囲内での一定の都市的土地利用を計画的に誘導する等

検討します。 

・浸水被害の軽減にむけ、目久尻川の治水対策を促進します。 

②農を通じた交流振興を支える取組 

・農業、農地への関心が高まる中で、御所見地域が農業・農地を通じた活気・活力創出にむけたま

ちづくりをめざします。 

・地域全体をみすえ、交通環境と一体となった農業交流拠点、施設等の計画的な整備について検討

します。 

コメントコメントコメントコメント [071]: 事業完了・ 


